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若 者

の
フリ ー スぺ ー ス

青年センタ ー 4 月1 日 オ ー プ ン

区
内
の
青
年
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
i

年
館
」
の
改
修
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
4
月
1
日
、

「
青
年
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
装
い
も
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

。
会
議
室
の
増
設
や
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム

の
新
設
、
夜
間
(
午
後
1
1時
ま
で
)
の
施
設
開
放
も
行
う
な
ど
、
青
年
た
ち
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
区
の
青
年
施
策
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
(
午
後
1
1時
ま
で
)
開
放
も

青
年
施
策
の

推
進
基
地

従
来
、
区
の
青
年
に
関
す
る
窓

口
は
、
施
設
利
用
は
公
社
委
託
し

て
い
る
青
年
館
へ
、
施
策
は
教
育

委
員
会
青
少
年
宸
と
分
か
れ
て
い

ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
窓
口

を
教
育
委
貝
会
青
少
年
課
に
一
本

化
し
、青
年
に
関
す
る
こ
と
は
「
青

年
セ
ン
タ
よ

を
中
心
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
「
青
年
セ
ン
タ
ー
」

は
、
青
年
た
ち
の
活
動
の
場
と
し

て
ば
か
り
で
な
く
、
区
の
青
年
施

策
の
拠
点
と
し
て
、
青
年
の
活
力

を
足
立
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
く
た
め
の
推
進
基
地
と
し

て
機
能
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

主
な
青
年
施
策

▽
情
報
提
供
機
能
を
充
実
さ
せ
る

▽
異
世
代
間
交
流
を
4
め
る

▽
国
際
交
流
を
取
り
入
れ
る

▽
家
庭
教
育
等
と
の
連
携
を
図
る

こ
れ
ら
の
施
策
を
展
閧
し
て
、

青
年
を
地
域
活
動
の
主
体
と
し
て

育
成
し
、
そ
の
活
動
を
側
面
か
ら

援
助
し
ま
す
。

自
主
管
理
に
よ
る

夜
間
開
放
を
実
施

青
年
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、今

ま
で
ど
お
り
の
年
中
無
休
に
加

え
、施
設
の
一
部
を
青
年
の
自
主

管
理
に
よ
り
夜
間
開
放
(
午
後
9

時
3
0
分
～
1
1
(
時
)
し
、夜
間
の
活

動
の
場
を
提
供
し
ま
す

。

ま
た
、
会
議
室
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

、
音
楽
室
な
ど
8

室
を
増
設
し

、
青
年
の
多
様
な
二
I

ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
利
用
し

や
す
く
し
ま
し
た

。

施
設
の
利
用
甲
込
は

、
青
年
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

料
金
は
、
登
録
青
年
団
体
(
3

ヵ

月
前
か
ら
受
付
)
お
よ
び
社
会
教

育
団
体
(
同
2
ヵ
月
前
)
は
無
料
、

一
般
の
利
用
(
同
2
ヵ
月
前
)
は

有
料
で
す

。

な
お

、公
社
施
設
の
申
込
・
予
約

受
付
も
。従
采
ど
お
り
行
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
・
青
少

年
課
ま
た
は
青
年
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

青
年
は
も
と
よ
り
、
一
般
の
区

民
の
方
々
に
も
親
し
ま
れ
る
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

青 年 セ ン タ ー あ ん な い

所 在 地 西 新#r 1- 4- 17 、 東 武 大 師 前 駅 前
施 般 内 容 会 議 室( 5) 、 和 室( 2) 、レ ク リ エ

ー シ ョ ン ホ ー ル( 3) 、 音 楽 室( 2) 、 料 殫 宰
・ 学 習 室 一団 体 室 ・ ク ラ ブ ル ー ム( 各1)

問 合 せ 先 本 庁 舎 ・ 青 少 年81( 　882 ―1111　
㈹) ま た は 青 年 セ ン タ ー( 　890 ―0061%4　
月1 日 か ら)

オ ープ ニン グ・フ ェ ス テ ィ バ ル
4/ 22( 土) ・23( 日)

青年セン ターオープンを 記念し て、フェス ティバ
ルを閧催し ます。区内 青年サ ーク ルが、盛りだ くさ
んのイベント を企画・ 準備してい ます。

くわしく は、4 月15日発行の 「あ だち広報」 でお
知らせし ます。

青年シン ポジウム

川 の都 ア・ダ・チ

1

あ
る
日
、
若
者

た
ち
が
イ
カ
ダ
レ
ー

ス
に
取
り
組
ん
だ
。

川
の
ま
ち
足
立
区
を

象
徴
す
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
。
そ

の
サ
ク
セ
ス
ー
ス
ト

ー
リ
ー
を
通
し
て
、

青
年
た
ち
よ
、
語
り

合
お
う
。

日
時
4

月
2
日
(
日
)
、午
前
9
　

時
I
午
後
8
時

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

ど
な
た
で
も
歓
迎

内
容

▽
午
前
・・
'ビ
デ
オ
上
映
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
午
後
・・・
分
科
会
(
①
あ
な
た

が
つ
く
る
イ
カ
ダ
レ
ー
ス

②

ぼ
く
ら
が
つ
く
る
ニ
ュ
ー
・
シ

テ
ィ

③
国
際
人
に
な
る
前

に
、
世
界
の
中
の
ア
ダ
チ

④

エ
ン
ジ
ョ
イ
ー
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

フ
)
、
全
体
発
表
会
、
懇
親
会

梦
加
S

千
9
円
(

資
料
代
、
昼

食
・
夕
食
代
、
懇
親
会
費
用
を

含
み
ま
す
。
当
日
持
参
)

主
催

足
立
区
青
年
団
体
連
絡
協

議
会

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

聞
合
せ
先

三
田
耕
路

　
膕
0
　
0
5
1
(

午
俊
7
時
I
9

時
)

昨 年10月16日に行われた
イカダ レースの準偏風景。
参加 した18艇のイカダは 、
す べて手作りの自慢の作

土
曜
日
(
第
2・
第
4
)を

4
月
か
ら

閉
庁
し
ま
す

区
は
、4
月
か
ら
毎
月
第
2

・
第
4
土
曜
日
を
閉
庁
と
す
る

条
例
(
案
)
を
、
第
1
回
区
巌

会
定
例
会
に
提
案
し
、3
月
1
5

日
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、区
の
事
務
(
戸

籍
、住
民
票
、印
鑑
登
録
、税
筋
、

国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金
な

ど
)
は
、国
・
都
と
同
様
、2
3区
一

斉
に
4
月
の
第
2
土
曜
日
(
4

月
8
日
)
か
ら
土
曜
日
(
第
2

・
第
4
)
は
休
み
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し

、
週
末
に
利
用
率
の

高
い
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

に
つ
い
て
は

、
今
ま
で
ど
お
り

閧
き
ま
す

。
閲
庁
す
る
施
設
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

ま
た

、
婚
姻
届
、
死
亡
届
等

の
受
價
、
火
葬
許
可
証
の
発
行

は
、
従
来
ど
お
り
行
い
ま
す

。

な
お
、
土
曜
閉
庁
を
実
施
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
、
向

上
に
一
層
男
め
て
ま
い
り
ま

す

。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
企
画
課

8
8
2
1
1
1
1
㈹

土曜日に開庁 する施 設

充
実
し
ま
す
「
あ
だ
ち
広
報
」

4
月
か
ら
月
3
回
(
5・1
5
・
2
5
日
)発
行

区
民
の
皆
さ
ん
と
区
政
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
区
が

月
2
回
(
5
・
2
0日
)
発
行
し
て

い
た
「
あ
だ
ち
広
報
」が
、4
月

か
ら
月
3

回
(
5

・
1
5・
2
5

日
)発
行
に
な

り
ま
す
。

5
・
1
5日
号

は
4
ペ
ー
ジ
、
2
5

日
号
は
8
ペ

ー
ジ
の
予
定
で

す
。5

日
号
は
従

来
ど
お
り
、
高

齡
者
事
巣
団
が

毎
月
3
日
～
5
日
の
閧
に
各
戸

配
布
し
ま
す
。1
5・
2
5日
号
は

新
聞
折
込
(
朝
日
・
読
売
・
毎

日
・
サ
ン
ケ
イ
・
日
経
・
東
京

・
東
京
タ
イ
ム
ス
)
で
お
届
け

し
ま
す
。

ま
た
、
区
の
各
施
設
、
鉄
道

の
区
内
各
駅
の
広
報
ス
タ
ン
ド

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

発
行
回
数
・
ペ
ー
ジ
数
の
増

に
伴
い
、
よ
り
一
層
の
内
容
の

充
実
を
図
り
、観
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。区

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

膺
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Λ
広
報
課
V

葦立ち近
ご
ろ
は
、ニ
ュ
ー
ス
ーキ
ャ

ス
タ
ー
の
口
か
ら
も
、ぶ

オ
ー

ダ
ー
フ
ロ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉

が
、
た
め
ら
い
も
な
く
語
ら
れ

ま
す
。
専
門
用
語
の
惑
さ
え
あ

っ
た
怱
葉
が
、
当
然
の
よ
う
に

人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
世
の

中
。
時
代
の
テ
ン
ポ
の
速
さ
に

目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。

足
立
区
が

采

と
緑
豊
か
な

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
、
水
回
廊
構
想
を

発
表
し
て
一
年
半
。
都
も
、
東

京
湾
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
と
し
て

、
大
川
端
(
隅
田

川
)
再
開
発
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ

ロ
ン
ト
開
発
は
、
時
代
の
主
流

に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
荒
川
を
舞
台
に
、
7

月
に
花
火
大
会
、
9
月
に
魚

の
生
息
調
査
、
1
0月
に
手
づ
く

り
イ
カ
ダ
レ
ー
ス
大
会
、
1
1月

に
河
川
敷
の
ク
リ
ー
ン
作
峨
を

展
開
。
平
成
元
年
度
は
、
思
い

切
っ
て
水
質
の
浄
化
に
挑
ん
で

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

水
質
ワ
ー
ス
ト
ー
綾
瀬
川
の

汚
濁
源
の
一
つ
で
あ
る
毛
長
川

に
実
験
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
。
コ

イ
や
フ
ナ
が
棲
め
る
水
質
に
ま

で
浄
化
し
よ
う
と
い
ら
も
の
で

す
。四

方
を
水
に
囲
ま
れ
た
足
立

区
の
水
質
浄
化
と
い
う
に
は
、

小
さ
過
ぎ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
努
力
す
れ
ば
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
見
て
も
ら
う
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

俗
に

、
一
年
の
計
は
元
旦
に

あ
り
、
と
言
い
ま
す
が
、
行
政

で
は
「
予
算
に
あ
り
」
で
す
。

一
年
の
計
を
決
め
る
予
算
議

会
(
第
1
回
区
議
会
定
例
会
)

が
、
い
ま
開
か
れ
て
い
ま
す
。

区長
　
古性
直
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街並 みの整っ た
ス ポ ーツ タウ ン

花
畑

・ 保
木 間 地 区

モモコのまち かど通信
Mor e i nt er es t i ng Mor e us ef ul KOHO ADACHI
もっ と 　 たの しく 　 もっと 　 やくだ つ あ だ ち広 場

花畑 ・保 木闡地 区は、区画鏖 理が 進み 、
環 境良 好な 住宅地 へと 発展し ていま す。
道 路が 整い 、多く の公園 も点 在。 新年度
は 碩 邏鰹御 の計圃 もあり ます 。また 、総
合スポ ーツ センタ ーは 連日たく さん の区
民 がさ わや かな汗 を呎す スポ ーツ交 醗の
拠 点で す。 今回の まちかど 通 噌は、 この

r街並 みの 整った スポ ーツタ ウンj をレ
ポ ートし まし た。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ほ
内
に
8
館
あ
る
旭
域
体
膏
卵

と
取
多
く
の
野
球
・
庭
球
場
等
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
巾
心
館
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
総
色
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
。
5
陪
建
て
の
総
合
体
彎

卵
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー
ル
な

ど
が
そ
ろ
い
、
昭
和
6
2
年
度
の
年

閊
利
用
老
は
延
べ
り
万
人
も
あ
り

ま
し
た
。

嵋
匹
い
利
用
に
こ
た
え
る
た

め
、
心
自
体
胄
館
内
に
は
大
・
小

体
肓
蚕
、
剣
道
場
、
柔
澑
遇
、
エ

ア
ラ
イ
フ
ル
場
、
弓
置
婦
な
ど
施

設
か
一

窟
で
、
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ

の
優
は
サ
ウ
ナ
で
す
っ
き
り
。
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
に
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

初
級
か
ら
上
級
ま
で
各
種
ス
ポ

ー
ツ
敵
至
が
年
間
約
9

回
関
か

れ
、
幼
児
や
巾
高
年
の
方
も
ス
ポ

ー
ツ
を
桑
し
む
き
っ
か
け
に
と
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
器
貝
を
使
っ
た

「
親
子
休
刀
つ
く
り
コ

ー
ス

」
や

「
中
高
年
の
健
康
体
力
づ
く
り
コ

ー
ス
」
な
ど
、
教
室
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
か
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
教
t
t修
了
者
の

サ
ー
ク
ル
も
た
く
さ
ん
弯
ち
ま
し

た
。ま

た
、
大
切
な
の
は
湯
勣
し
な

が
ら
の

傴
廈
管
理
と
い
う
こ
と

で
、
体
力
つ

く
り
相
談
や
血
圧
、

価
活
-

を
測
定
す
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
ど
な
た
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

新
年
度
は
隣
接
す
る
花
畑
欒
祁

土
地
区
画
整
理
岨
合
か
ら
引
き
群

い
だ
公
園
用
地
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の

多
目
的
広
婦
を
造
成
。
広
さ
は
2

万
4

チ
旛
平
方
む
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
や
地
域
の
違
助
会
が
行
え
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
練
の
中
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
な
ど
を
つ
く
り
ま
す

。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
育
虞
の
婦
と
し
て

、
今
優

も
大
い
に
に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す

。

元
渕
江
公
園
へ
の
散
歩
道

保

木

間

親

水

緑

道

今
年
度
か
ら
整
喞
し
て
い
る
保

木
閧
覡
水
縁
遠
(
仮
称
)
は

、
元

渕
江
公
園
に
隣
接
し
保
京
間
一
～

二
丁
目
の
延
長
逕
む
。
鯔
2
0七
の

一

路
の
両
餬
に
は
観
水
水
路
の

流

れ
る
歩
逎
を
霞
け
ま
す

。

幄
7
0
气
水
深
迴
『
。の
水
路
は

魚
が
す
め
る
よ
う
に
し
、元
渕
江

公
園
内
の
他
の
水
を
淨
化
し
て
鳫

し
ま
す
。歩
き
な
が
ら
齢
が
見
え

る
t
し
い
駁
策
路
と
な
る
で
し
ょ

う

。ホ
道
側
は
ケ
ヤ
キ
を
碵
え
る
の

で

、
大
き
く
弯
て
ば

、
し
ゃ
れ
た

琵
木
迺

。
元
渕

。吐
公
聞
の
緑
か
ま

ち
に
C
か
る
感
じ
に
な
り
ま
す
。

・た

、
公
園
へ
の
入
口
に
は
魚

や
鳥
や
ホ
タ
ル
と
た
わ
む
れ
る
F

叺
た
ち
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設

置

。
ホ
タ
ル
は
公
園
内
で
餮
罨
さ

れ

、
雇
年
夏
に
展
示
公
開
さ
れ
る

元
渕
江
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
で
す

。

現
在

、
緑
遭
下
の
下
水
温
E
擧

を
・ト
う
て
い
ま
す

か

、
今
年
1
1月
完

或
を
目
指
し
て
い

ま
す

。
○

○

こ
の
ほ
か
、
武

蔵
野
の
路
の
一
脳
(

剛
花
畑
三
r

目
3
6
1

剛
花
畑
四
F

目
7

の
延
長
4
4
0
u
)

を
新
年
電
に

造
呎
し
ま
す
。
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
と
遊
歩
道
の
縁

の
小
略
と
な
り
ま

す
。

遍末は 各種大 会が 行わ れる総 スポ 一大体育 吏

保
木
間
親
水
練
一
(

仮
称
)
の
完
成
予
想
図

巨
大
な
亀
が
あ
ら
わ
れ
た

東

保

木
間

公

園

欒
保
木
問
公
園
i
保
木
間
2

-
1
3
)
に
怪
獣
映
圃
に
出
て
く
る

よ
'
卮
巨
大
な
亀
が
あ
ら
わ
れ
、

チ
ビ
レ
コ
た
ち
の
人
気
&
き
ら
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
頭
か
ら
し
う

ほ
ま
で
1
0
む
も
あ
る
亀
の
椣
型
。

甲
羅
の
部
分
は
み
か
け
石
を
は
り

つ
け
、
頭
と
手
足
は
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
製
で
で
き
て
い
ま
す
。

頭
の
人
き
さ
は
1
-
5
ご
。
前
足
は

口
む
も
あ
り
、
心
前
咀
は
前
険
に

闖
?
ほ
ど
勣
か
せ
、
右
前
足
を
勣

か
す
と
頭
も
連
励
し
て
、
出
た
り

す
く
ん
だ
り
。

大
亀
の
回
り
に
は
3

匹
の
子
亀

が
置
か
れ
、
ト
イ
レ
に
は
岻
宛
域

と
海
亀
の
レ
リ
ー
フ
、
砂
場
の
肥

掛
け
に
は
う
さ
き
と
亀
の
歌
詞
と

吮
が
入
っ
て
い
ま
す
。

K
で
は
特
徴
あ
る
公
剛
つ

く
り

を
遥
め
て
い
ま
す
か
、
今
回
こ
の

欒
保
木
間
公
園
で
は
鎭
話
や
叭
眤

に
歌
わ
れ
、
だ
れ
に
も
覡
し
ま
れ

る
亀
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
ま
し
た
。

チ
ビ
。コ
た
ち
に
人
鼠
飯
群
の
大
き
な
亀

お
と
し
よ
り
の
頼
れ
る
施
設

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ

ン

タ

ー

・

は

な

は

た

「
う
ち
の
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
、
少

し
体
が
・弱
い
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
楽
し
く
薺
ら
せ
る
よ
う

に
と
考
え
て
い
ま
す

」そ
ん
な
お

と
し
よ
り
を
対
象
に
し
た
施
設
が
4

月
1
日
オ
ー
ブ
ン
し
ま
す
。「
高

齢
折
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

(
収
ぎ

は
な
は
た
一
で
す

。

特
刈
養
護
県
人
ホ
ー
ム
『
足
立

新
生
苑
』
に
併
設
・
8

た
き
り
や

痴
呆
性
の
お
と
し
よ
り
の
健
康
増

逕
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
工
作
'

余
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
趣
秡
、
生
き

が
い
活
動
を
行
う
デ
ィ
ホ
ー
ム
、

脳
卒
中
の
吸
遘
屁
な
ど
芻
休
に
涼

曹
の

あ
る
方
へ
の
機
能
訓
練
な

ど
、
利
刷
す
る
お
と
し
よ
り
の
状

。葱
に
応
じ
た
内
容
の
事
業
か
あ
り

ま
す
。

家
で
暮
ら
す
お
と
し
よ
り
の
幀

れ
る
施
設
。
そ
れ
か
「
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

動
き
始
め
た
土
地
区
画
整
理

花

畑

北

部
二
区

域

花
畑
・
保
木
間
地
区
は
、
土
地

区
画
整
理
一

業
が
行
わ
れ
、
衝
並

み
か
整
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
花
畑
北
部
区
域

は
(
別
図
黔
照
)
は
土
地
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
て

い
な
い
た

め
、
以
前
の
慶

業
地
域
の
狹
い

道
路
の
ま
ま
家

が
建
て
ら
れ
、

市
街
化
が
進
ん

で
き
て

い

ま

す
。
こ
の
求
ま

推
移
す
る
と
、

行
き
止
ま
り
遭

陷
の
多
い
防
災

上
危
険
な
ま
ち

に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
宝

う
な
こ
と
か
ら
土
地
区

画
整
理
事
業
に
対
す
る
要
望
が
強

く
、
昨
年
1
0月
、
都
は
花
畑
北
部

区
域
の
区
画
整
理
事
業
の
計
画
棄

案
を
作
成
し
、
地
元
の
意
見
を
聞

く
た
め
説
明
会
を
聞
き
ま
し
た
。

都
の
素
案
に
よ
る
と
、
事
業
予

定
区
域
の
面
積
は
約
5
4・
4
9

土

地
利
用
は
、
遍
路
や
公
園
の
整
っ

た
良
好
な
住
宅
地
を
主

体
に
進

め
、
具
体
的
に
は
、

▽
楠
助
s
号
線
に
下
水
道
幹
線
　

を
入
れ
る

▽
区
峨
内
道
路
は
緇
6
a

以
上

を
主
体
と
す
る

▽
硬
噸
川
沿
い
や
東
東
電
力
送

一

線
下
に
緑
の
み
ち
を
つ
く
る

▽
補
助
躙
号
線
を
整
臠
し
、
将

来
綾
瀬
川
に
裙
を
架
け
る
よ
う

八
厠
市
と
協
議
す
る

な
ど
の
計
画
か
あ
り
ま
す
。

今
暖
、
事
累
計
画
案
の
内
容
が

ま
と
ま
っ
た
時
点
で
、
も
う
一
度

晩
明
会
を
閲
く
予
定
。
ス
ヶ
ジ
ュ

I
ル

が
順
調
に
遥
ん
だ
場
合
、
S

集
計
固
の
決
定
は
平
成
元
年
度
優

半
に
な
り
ま
す
。
都
と
区
か
一
体

と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
か
大
き

く
励
き
始
め
ま
し
た
。
区
域
の
曾

さ
ん
の
ご
理
騨
と
ご
協
力
か
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

上 空 か ら 見 た 花 畑 北 部 区 域 の 一 部

(中 央は 花畑中)

自 分 た ち の まちを
築 く 区 画 整 理

花 畑 東 部 土 地 区 画 整 理 組 合
理 事 長

池 田 洵 さん

私
ど
も
の
組
合
は
、
哨
花

畑
と
東
保
木
聞
の
一
部
の
区

図
整
理
事
業
を
吁
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は

、こ
の
地
域

か
ら
日
光
街
道
を
走
る
皐
が

見
ら
れ
る
ほ
ど
の
田
園
地
帯

で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
僅
み
よ
い
市

街
地
を
つ
く
ろ
う
と
昭
和
4
2

年
に
土
地
区
画
塵
理
事
業
を

始
め
て
か
ら
宅
地
化
が
急
-
遠

に
進
み
ま
し
た
。

霖

、・

業
胤
―

誌

气

痙
然
と
し
た
街
路
や
地

区
内
の
匡
民
に
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
配
置
し
た
公
園
な

ど
、
区
画
整
理
事
業
の
成
果

は
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。

日
々
、
矚
切
に
感
じ
た
の

は
、
阻
合
の
区
画
整
理
事
業

は
土
地
の
ほ
か
に
、
ま
ず
人

を
い
か
に
ま
と
め
る
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
残
り
1
0
%

の
s
菓
も
誠
意
を
も
っ
た
話

し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
、

目
分
た
ち
の
ま
ち
を
築
き
あ

げ
た
い
と
懇
っ
て
い
ま
す
。

防
災
ア
ラ
カ

ル

卜

区
で
は
、
区
民
の
生
命
。
財
産
を
守
る
た
め
、
災
肖
に
強

い
ま
ち
つ
く
り
、
災
曹
に
強
い
人
つ
く
り
を
目
指
し
、
叫
災

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
入
地
震
が
発
生
し
た
場

な
ど

被
害
を
巖
小
限
に
く
い
と
め
る
た
め
に
は
、
曜

防
災
関
係

機
関
そ
し
て
地
城
庄
健
の
冷
静
な
判
断
と
り
勣
に
よ
る
防
災

活
勣
と
日
ご
ろ
の
嫻
え
か
不
可
決
で
す
。
こ
こ
で
、
最
止
の

区
内
の
さ
求
ぎ
ま
な
防
災
対
箚
、
啓
も
う
活
助
等
を
ご
柑
介

し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
対
鴒
、
祐
動
に
ご
理
解
と
こ
陷
刀
を

お
願
い
し
ま
す
。

Λ
災
曹
刀
策
課
V

安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
へ

ロ
ケ
ッ
ト

型

消
火
器
格
納
箱

都
道
3
0
8号
線
な
ど

に
1
1
9本を
設
置

χ
で
は
、
昭
和
6
3年
か
』り
避

難
場
研
に
通
じ

る
主
な
退
略

に
、
安
ら
tを
確
傑
す
る
た
め
消

火
跨
を
印
じ
の
間
畷
に
配
醐
し

な
お
し
、
啗
祠
箱
も
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
の
ロ
ケ
″
卜
梨
に
闌
次

取
り
酋
え
て
い
ま
す
。
麗
暝

酋
鄒
高
速
葛
飾
川
凵
楾
卜
の
g

退
窈
吋
楾
な
ど
(
眤
皿
瓦
丁
目

～
足
立
二
J
口
閧
ヽ
に
1
1
9本を

配
備
す
る
た
め
の
設
置
L

令
を

吁
っ
て
い
ま
す
。
工
申
は
3
月

末
竃
r
の
予
定
で
す
。

諏
訪
木
東
公
園
内
に

千
5
0
0㌧
の
給
水
槽

喇
叭
乱
の
協
力
に
よ
っ
て
、

区
内
で
3

基
目
の
心
包
給
水
膺

が
励
訪
氷
麋
公
園
内
に
3

月
天

兄
成
す
る
羊
定
で
す
。

こ
の
心
急
給
水
膺
は
平
常

蒔
、
一
般
家
庭
に
給
水
さ
れ
る

水
が
砥
れ
て
い
ま
す
か
、
賀
度
5

以
上
の
地
震
を
感
知
し
た

時
、
大
き
な
配
水
本
曾
か
自
動

的
に
遮
断
さ
れ
、
た
だ
ち
に
千

鷽
ノ
の
町
水
攪
に
な
り
ま
す
。

こ
の
容
一

は
災
害
時
、
区
民
1

人
1
日
3
a

と
し
て
5
0万
人
分

の
飲
町
水
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

諏
勧
木
臾
公
ま
の
3
叺
目
の

完
成
に
よ
り
総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
北
F
哇
八
園
の
紿
氷

喞
と
台
わ
せ
て
4
F

沺
ぺ
G

わ
X
民
の
M
日
分
を
蔗
保
で
き

ま
す区

と
し
て
は
、
当
画
3
日
分

の
飲
科
木
確
保
を
目
柑
し
、
も

う
I
拈
の
建
設
を
区
の
臾
部
地

域
に
、
剽
図
し
て
い
き
た
い
と

弓
え
て
い
ま
す
。

3
8
7の防
災
区
民
組
織

ほ
ぼ
全
域
で
結
成

大
地
貫
の
発
生
に
備
え
て
区

で
は
、
昭
紀
5
0嶇
か
ら
全
部
の

町
余
・
自
冶
会
に
、
口
分
た
ち

の
町
は
、
目
分
た
ち
て
守
ろ
う

と
す
る
心
域
の
人
々
が
自
E
的

に
岾
収
す
る
防
災
K
民
咀
嗽
つ

く
り
の
お
F
Q

い
を
し
て
き
ま

し
た
。
酘
辺
で
は
、
兮
印
の
2

り
、
扇
サ
ン
(
す
ツ
自
心
余
に

防
災
区
四民
岨
廠
が
峪
収
さ
れ
ま

し
た
。

力
叨
、
卜
庄
恥
町
癶

柳
原

臾
町
会
な
ど
4
9の
町
会
・
自
治

余
に
防
災
K
民
糾
嗷
の
モ
デ
ル

を
発
足
さ
せ
て
か
ら
川
印
を
卿

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
咀
立
K

内
湖
町
会
・
自
冶
会
の
う
ち
、

ほ
ほ
全
域
の
x

町
余
・
自
治
会

に
防
災
区
民
咀
戦
が
結
成
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

防
災
χ

民
組
織
は
、
町

■

自
冶
会
の
役
員
を
巾
・し
に
懦

剖
、
初
期
捫
火
、
蒼
難
誘
4
、

救
出
救
護
、
給
食
給
水
の
各
部

に
よ
っ
て
飼
成
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
、
防
災
会
巌
を
は
じ
め
、
捫

人
。
通
報
、
心
急
救
護
、
避
曜
、

炊
き
出
し
な
ど
の
a
吸
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。。

昨
年
の
筋
災
訓
練
の

実
施
回

数
は
、
延
べ
5
1
5鬥4

町
6
F

人
か
番
加
し
ま
し
た
ど

れ
は
、
1

つ
の
町
台
で
口
回
の

肪
災
臍

緘
を
吁
っ
た
こ
と

に
な
り

ま

す
。活

躍
す
る
消
防

団
員
を
表
彫

消
剛
a
M

は
、
池
に
生
業
を

も
つ
か
た
わ
ら
、
安
しヽ
し
て
住

め
る

ま
ち

の
た

め

隧

便
を

分

か
た

す

、
山
火

防

止
を

は
じ

め

防
气

救

護
活

助

な
ど

を
吁

っ

て

い

ま
す

1
月
1
6
囗
お
よ
び
2
7
日
、
収

り
に
わ
た
り
"
-
く
の
功
労
を
粱

た
し
た
消
防
-
団
酬
に
対
し
て
、

衣

彰

か
し

わ
れ

ま
し

た

・

千

佳
消

防
団

▽
消

防
総

監

賁
'・
‘川

入

い
や
住
消
防
曹
長
業
:
-
5
個
分
　

団

お
よ

び
2
1

人

一
F

住
消

防
口

民

貫
・
:
1
6
人

ツ
消
防
心
監
賞
i
良
消
肋
叨
　

:
-
い
住
消
町
剛

一
〉
-
咀
立
区
長
5
謝
状
・
・
・
9
人

・

足

立

消
防
団

い
、
消
肪
総
E
s
-
『
-
別
人

ツ

ー足

立
消

防
腎

艮

賁
i
:
2
2
人

シ
足

之
内

筋
曹

長

・
J

長
業
・
『

6

個
分

剛

・
a
立
消
防
団
長
賞
・
-
4
9
人

一

昭

立
ぼ

艮
感

謝
状
・・・
1
2
人

一

西

新
井

消
防

団

ヅ
n

剛
総

監
賞
=

・
M

人

:
■
町
り
消
防
冐
長
肓
・
-
1
8
人

∵

西
新

井

消
防

曹
艮

・
口

長

賁

E
4

個

分
団

お
よ

ぴ
6

人

'

消
防
眤
E
業
i
良
吶
吶
ぽ
　

・
・
&
新
珎
消
防
団

『

足
立

区
艮

慇

謝
状
・
:
9

人

消
費
者
展
で
防

災
ア
ン
ケ
ー
ト

酢
叫
日
月
2
5・
2
6
囗
に
川
催

さ
れ
た
足
立
区
消
費
名
展
で
、

防
災
明
品
の
展
エ
コ

ー
ナ
ー
を

設
け
る
と
も
に
、
ロ
コ
ー
ナ
ー

を
訪
れ
た
区
民
を
対
象
に
I
。防

災
ク
イ
ズ

。「
防
災
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
ほ
い
ま
し
た
。
(口
答
洒

槇
らそ

れ
に
よ
る
と
、
年
齢
が
席

く
な
る
に
し
た
が
っ
て
。
防
災

可
惘
の
意
識
が
高
ま
り
、
2
0
代

洳
代
の
'
‥
年
s
が
低
い
と
い
う

結
吸
で
し
た
。

石
い
人
た
ち
も
肋
災
意
諏
と

り
動
刀
を
高
め
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
囀
え
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

諏 訪木東 公園 内の 紿水 槽( 完 成予想 図・

みんな の健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　 888 ・ 4277
江 北 保 健 相 談 所 　 8 9 6 - 4 0 0 4

東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保健 相談 所 　880- 5351

健
康

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ト
ピ
ー
畦
皮
膚
炎
は
、

乳
幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で
の

若
年
層
に
多
い
慢
性
の
病
気

で
、
季
節
的
に
悪
く
な
っ
た

り
良
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
は
あ
る
年
齢
に
な

る
と
冶
る
も
の
で
す
が
、
冶

る
年
数
は
一
定
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
生
ま
れ
つ
き
の
体

賢
で
、
遺
伝
的
傾
向
が
強
い

よ
う
で
す
が
、
そ
の
原
因
は

ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
ア
レ

ル
ギ
ー
庚
愚
の
一
つ
に
あ
げ

ら
れ
、
ぜ
ん
息
、
ア
レ
ル
ギ

ー
性
輿
炎
に
も
た
ぴ
た
び
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乳
児
で
は
3
1
4

人
に
I

人
の
割
合
で
湿
疹
か
生
じ
ま

す
が
、
そ
の
大
部
分
は
乳
児

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
す

。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
多
く

は
乳
児
期
に
発
鍔
す
る
も
の

と
い
え
ま
す

。

最
近
で
は

。
皮
膚
に
刺
激

の
少
な
い
石
け
ん
か
あ
ら
わ

れ

、廖
た
洽
9
に
は
塵
り
藁

、

飲
み
爽

、
包
帯
法
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
専
門

家
の
指
示
に
従
い

、
正
し
く

僅
用
す
る
こ

と
が
大
切
で

す
。A

足
立
区
医
師
会
Y

4
月
の
献
血

魍
例
の
愛
の
献
血
を
左
衷
の
と

お
り
受
け
付
け
ま
す
の
で

、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
1
0時
～
午
後
3
　

時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時
間
を

澡
く
)

問
合
せ
先

毒
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(

酋
m
5
7
0
1
)

ま

た
は
冰
庁
舎
・

保
健
予
防
係
(

き
曜
1
1
1
1

㈹
)

4 月の 献 血 日程 表

保 健・衛 生

ガ イ ド

忘 れ ず に
受 け ま しょう

定 期予 防 接 種

小
児

マ
ヒ

、
3

櫓
混

合
(

ジ

フ

テ
リ

ア

・
百
日

せ

き
'

碩
傷

風

混
白

の

予

防
接

種
を

呎
の

と

お
り

哭
施

し
ま

す

。

・

小
児

マ
匕

生
ワ

ク
チ

ン

対

霞

▽
―

回
目
・
=
昭

和
6
0

年

H
月
1

日

か
ら
6
3

年
1
0
月
3
1
　

日
ま

で
に

生
ま

れ

、
こ

の
予

防
接

種
を

一
度

も

受
け
て

い

な
い

幼
児

▽
2

回
目
・・・
昭

和
6
0

年
5

月

1
日

か
ら
6
3

年
4

月
3
0

日

ま

で

に

生
ま

れ
、
―

回

目

終
了

後
6

週
間

以
上

過
ぎ

て

い
る

幼
児

接

攜
日

・
場

所

右

下
賣

の
と

お
り

受

付
時

間

午
唆
2

睥
I
3

時

・
3

種

混
合

対

象

▽
I

期
(
3

回

式
∵

・
・

昭

和
6
0

年
7

月
1

日

か

ら
6
2
　

年
3

月
3
1

日

ま

で

に

生

ま

れ
、
こ

の

予
防

接

種
の
I

期

を
終

了
し

て
い

な
い

幼
児

▽
H

期
T

回

式
)

・・・
昭

和

5
9年
1

月
―

日

か

ら
叨

年
9
　

月
3
0

日
ま

で
に

生
ま

れ

、
I
　

期
終

了
唆
1

年

以
上

過

ぎ
て

い

る

幼
児

接

種
日

▽
4

月
5

日
(

水
)
　

▽
5

月
1
0

日
(

水
)

▽
5

月

3
1日

余
)

▽
6

月
2
1

旦

水
)

時
間

い
ず
れ
も
午
後
2
睥
～

3
時
(
医
療
機
関
の
霞
台
に

よ
り
一
郎
変
更
が
あ
り
ま

す
)

接
種
場
所

「
本
院
は
定
朋
予

防
接
櫁
実
施
医
療
機
関
で

す
」
の
掲
示
の
あ
る
区
内
指

足
医
療
機
関

定
期
予
防
接
種
を
賢
け
ら
れ
な

い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る
か
、
著
し

い
栄
餮
障
害
が
あ
る
功
児

▽
心
臓
血
管
系
民
恵
、
腎
臓

俣
恵
、
肝
臓
民
恵
に
か
か
っ

て
い
る
幼
児
(

当
該
戻
患
が

急
畦
朋

も
し
く
は
増
悪
期
、

ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
幼

児
)

▽
接
種
し
よ
う
と
す
る
予
防

接
種
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー

や
異
常
な
副
反
心
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
幼
児
、
ま
た

は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
幼
児

▽
接
種
前
1
年
以
内
に
け
い

れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
起
こ

し
た
幼
児

▽
小
児
マ
ヒ
予
防
笹
種
に
あ

た
っ
て
は
前
配
の
ほ
か

下

痢
を
し
て
い
る
幼
児

ご
注
意

▽
二

唖
類
以
上
の

予
防
接
種
の
対
一

に
な
っ
て

い
る
幼
児
は
、
接
種
間
隔
な

ど
の
開
題
が
あ
り
ま

す
の

で
、
保
健
所
、
ま
た
は
保
健

予
防
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
接
種
当
日
、
体
温
を
計
つ

て
き
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先

ぶ
庁
舎
・
保
健
予

防
係
(
S
M
1
1
1
1

㈹
)
、

足
立
保
健
所
(
豐
喝
4
1
5
　
1
)

、千
庄
保
健
所
(
き
弸
4
　
2
7
7
)

4
月
か
ら
実
施
し
ま
す

麻
し
ん
(は
し
か
)・
お
た
ふ
く

か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

麻
し
ん
(
は
し
か
)
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
。
風
し
ん
は
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
お
こ
る
子
供
に
多
い

訶
気
で
す
。

こ
れ
ら
の
3

戻
恩
の
一
層
の

制
圧
と
、
効
率
的
な
接
種
を
目

的
と
し
て
、
区
で
は
、
4
月
か

ら
希
望
す
る
方
に
、
酥
し
ん
単

独
ワ
ク
チ
ン
に
代
え
て
、
麻
し

ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
諷
し
ん

混
合
(
M
M
R
)

ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。M

M
R

ワ
ク
チ
ン
は
、
1
回

の
接
種
で
3
種
類
の
ウ
イ
ル
ス

の
す
べ
て
に
対
す
る
免
疫
を
与

え
る
こ
と
を
目
的
に
製
造
さ
れ

た
画
期
的
な
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
3

種
順
の
ワ
ク
チ
ン
を
混
合
し

て
接
種
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反
応
を
強

く
し
た
り
、
免
疫
効
果
を
弱
く

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米

国
で
は
、
M
M
R

ワ
ク
チ
ン
は

す
で
に
加
年
閥
に
わ
た
っ
て
用

い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら
3

疾

思
の
制
圧
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
ま
す
。

接
種
手
続
き
は
、
1
歳
6
ヵ

月
児
歯
科
健
康
診
査
の
際
に
、

各
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
対

象
児
の
保
護
者
の
方
に
受
穆
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。
区
内
の
指

定
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
'
I
し
ん
の
み
の
接
種

も
可
能
で
す
。

問
合
せ
先

本
斤
舎
・
保
健
予

防
係
(
a
絞
1
1
1
1

㈹
)
　

足
立
保
便
所
(
昔
吩
4
1
5
　
1
)

、千
佳
保
健
所
(
a
瞋
4
　
2
7
7
)

小 児 マ ヒ 生 ワ ク チ ン 接 種 会 場
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足立区福祉総合計画

PART2 分野別の事業編

活力ある地域福祉をめざして
区で諡、高膃化社龠の到薄lこ向け社会福祉を総合的、体系I sこ椎礦し、樞祉綣集
の充実を図るため、福祉雌合計 ● を集定しました この計躙は、人生恥年廿会の仕
組みづくりを行い すべてのλ かr 霞い人生を心● かに暮らすことのできる21世紀
の足立区」実現を目的としています また、櫑祉の責状や向● 点を踏まえ、肝圃の
基本的な考え力、s 貞的に取り岨むべき課題 個々の施策の員体的目標などを明ら
かにしています3 月5 日愕では、叶● の基本的な考え方についてお知らせしまし
た 今回は、老人佃祉、陣售槽祉、児童撞祉 保健・医療刈策などの9 野s』事冥肝
矚の申から 主なものについてお知らせします

い
き
い
き
と
し
た

長
寿
社
会
に
向
か
っ
て

昭
和
叨
年
4
月
現
在
、
足
立
区

の
肪
歳
以
上
の
老
年
人
口
は

、
5

万
2
千
知
人
で
、
総
人
口
に
占
め

る
例
合
は
8
・
2
%
で
す
。

平
成
1
2年
(
2
0
0
0

年
)
に

は
6
5
歳
以
上
の
人
口
が
8
万
5

千

枷
人
(
1
3・
6
%
)

と
。
急
激
な

高
齢
化
か
予
線
さ
れ
ま
す
、

平
勾
寿
命
が
大
幅
に
伸
び
た
こ

と
で
、
長
い
老
唆
生
活
を
い
か
に

過
ご
す
か
と
い
う
こ
と
か
大
き
な

関
心
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

廖
た
、
高
齢
化
が
進
む
と
、
一

人

暮
ら
し
老
人
や
寝
た
き
り
老

人
、
痴
呆
性
老
人
も
急
速
に
増
え

て
き
ま
す
。

こ
の
た
め
区
で
は
、
人
生
8
0年

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
砺
祉
を
次
の

よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
き
が
い
活
動
と

生
涯
学
習
の
推
進

お
と
し
よ
り
の
知
識
や
経
験
を

そ
れ
ぞ
れ
の
地
瞿
で
生
か
す
こ
と

で
、
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
な
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

・

老
人
ク
ラ
ブ
活
助
に
助
成

旭
域
に
賁
献
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
を
、
廿
会
参
加
推
進
モ
デ

ル
S

業
と
し
て
、
平
成
元
年
度
か

ら
助
呎
金
を
支
給
。

一

生
涯
学
習
の
体
制
を
整
憫

お
と
し
よ
り
の
生
き
が
い
と
廿

会
齡
加
を
進
め
る
た
め
、
生
涯
を

通
じ
て
学
習
の
で
き
る
唾
例
を
つ

く
る
。

働
く
機
会
の
拡
大

お
と
し
よ
り
が
能
力
と
希
望
に

に
じ
、
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
勵

く
機
会
を
広
げ
、
生
活
の
安
足
と

生
き
が
い
の
増
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

・

高
一

考
事
業
団
の
育
成
、
強
化

高
齢
者
事
集
団
の
青
呎
、
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
作
業

所
を
1
3ヵ
所
に
整
爾
す
る
。

ま
た
、就
業
相
談
や
会
員
の
暇

業
訓
轢
等
の
充
実
を
図
る
。

暮
ら
し
と
住
居
の
安
定

お
と
し
よ
り
が
庄
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
立
し
て
生
活
か
で
き
る

環
境
を
塵
臠
し
ま
す
。

』
民
間
住
宅
の
あ
っ
せ
ん

住
ま
い
に
因
つ
て
い
る
お
と
し

よ
り
に
、
民
間
賃
貸
庄
宅
の
あ
っ

せ
ん
を
行
う
。

・

緊
愈
通
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
　

緊
愚
通

報
シ
ス
テ
ム
を
充
実

し
、
地
岐
の
方
々
の
支
援
の
も
と

に
、
お
と
し
よ
り
か
安
心
し
た
生

后
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
。

健
康
の
保
持

お
と
し
よ
り
が
い
き
い
き
と
生

活
し
て
い
け
る
よ
う
、
健
康
の
保

持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。

一

機
能
訓
練
の
実
施

脳
本
中
な
ど
の

後
遺
症
で
、
障

害
の
あ
る
お
と
し
よ
り
の
た
め
、

平
成
元
年
度
か
ら
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
機
能
馴
練
を

実
施
す
る

。

一

肪
勁
曲
糾
診
康
の
実
施

霞
た
き
り
の
方
の
た
め
に

。
訪

間
歯
科
診
療
を
実
施
す
る
。

在
宅
福
祉
の
充
実

お
と
し
よ
り
が
住
み
慣
れ
た
場

所
で

、
家
嶼
や
隣
近
所
の
人
た
ち

と
暮
ら
す
こ
と
か
で
き
る
よ
う

、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実

屬
し
ま
す
。

亜
老
人
碼
祉
手
当
の
支
給
要
件
の

改
善

6
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
の
お
と

し
よ
り
に
支
給
し
て
い
る
老
人
福

祉
手
当
を
、
平
呪
元
年
'
`
か
ら
。

「
3
ヵ
月
以
上
寝
た
き
り
」
に
短

縮
し
、
支
給
対
象
を
拡
大
す
る
。

・

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
　

寝
た
き
り
の
状
態
で

、
入
浴
が

困
難
な
お
と
し
よ
り
の
た
め
に

。

巡
回
入
俗
サ
ー
ビ
ス
を
年
2
4回
ま

で
順
次
名
や
す
。

・

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

4
月
1
日
に
は
『
は
な
は
た
』

か
、
5
月
1
日
に
は
「
紊
唐
園
一

が
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。
テ
ィ
ボ
ー

ム
、
機
範
r
纎
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
、
覃
族
介
護

者
教
室
な
ど
を
行
う
。

』
痴
呆
性
老
人
に
も
対
応

平
吹
3

年
度
開
設
予
定
の
区
立

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
通
食
の
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

痴
呆
性
老
人
を
対
象
に
、
デ
ィ
ホ

ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
、
ミ
ド

ル
ス
テ
イ
、
セ
ミ
ロ
ン
グ
ス
テ
ィ

な
ど
も
実
施
す
る
。

おとしよりの働<
機合を広げます

高齢者在宅サービス
センターがオープン

福
祉
m

計
画
の
皿
点
施

策
の
一
つ
、
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
、
こ
の

春
2
ヵ

所
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。在

宅
の
お
と
し
よ
り
の
通

研
施
設
の
こ
の
セ
ン
タ
ー
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

呀
っ
て
い
ま
す
。

所
在
地
・
開
般
日
7

は
な

は

た
・
:
花
畑
4
3
9

1
0、
4
月
1
日

▽
紊
磨

園
・・
入

谷
3
-
3
-
6

5
月
1
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

‘
老
人
嘔
祉
係

{
‘
貎
1
1
1
1

㈹

おとしよりの通所施設が増えます

特別養護老人
ホームの建 設

痴呆性老人専用介護棟も併設

お
と
し
よ
り
を
家
庭
で
介

霞
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
ま
た
、
庄
み
慣
れ

た
地

域
で
生
活
で
き
る
よ

う
、
特
別
賓
護
老
人
ホ
ー
ム

を
、
当
面
区
内
に
4
ヵ
所
整

爾
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
区
か
建
設
す

る
特
別
鶯
寢
老
人
ホ
ー
ム
に

は
、
痴
呆
笹
老
人
の
専
用
介

護
攪
を
併
般
し
ま
す
。
一
所

の
足
員
は
5
0人
。

特 別 警 護 老 人 ホ ー ム 「さ の 」{ 完 成 予 麺 図}

障
害
者
と

と
も
に
生
き
る
社
会

障
害
福
祉
の
基
ま
と
な
る
考
え

万
を
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
た
め
、
社
会
的
な

活
動
か
制
限
さ
れ
た
り
'
m

的
、

曜
済
的
、
又
化
的
に
不
利
な
待
遇

を
受
け
る
こ
と
か
な
く
。
ま
た
区

民
か
潭
書
者
を
特
別
視
せ
ず
、
障

害
者
問
題
を
広
く
理
解
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
目
標
で
す
。

区
で
は
、
こ
の
考
え
に
立
ち
、

「
母
害
者
と
と
も
に
生
き
る
社
会
一

の
形
凧
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス

、S
菓
を
行
っ
て
い
ま
す

。

そ
の
中
で
も

、
今
晩
リ
(
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
生
活
訓
練
の

機
会

を
確
保
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
S

妥
と
な
る
と
考
え
、
次
の
よ
う

な
淳
吉
福
祉
咆
設
の
整
備
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
避
め
て
い
き

ま
す
。

施
般
の
整
備
と

事
業
の
拡
大

・

障
害
福
祉
縁
合
セ
ン
タ
ー
(
仮

珎
)
の
建
設

ほ
の
東
西
2
ヵ
所
に
、
麗
在
の

心
身
潭
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
生
活

実
習
所
、
福
祉
作
業
所
を
脱
合
し

た
セ
ン
タ
ー
を
埋
設
し
、
定
員
を

増
や
す
と
と
も
に
、
リ
(
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
等
を
允
実
す
る

。ま
た

、

通
所
の
便
を
因
る
た
め

、
バ
ス
を

運
行
す
る

。

一

通
所
訓
綬
、
栂
祉
作
業
庫
設
の

充
実

総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
訓
練
期
間

を
終
え
た
紳
害
者
等
の
通
。所
の
讌

と
し
て
、通
所
訓
練
鳫
設
5
ヵ
所
、

福
祉
乍
粟
麗
設
8
ヵ

所
に
増
設
。

運
営
は
民
問
の
障
害
者
団
体
と

し
、
S
菓
内
容
の
充
実
と
運
営
の

安
定
化
を
図
る
。

S
幼
児
郵
適
所
訓
踝
事
業
の
充
実

幼
児
期
の
馴
練
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
施
設
を
整
備
し
足
貝
を
増

や
す
。
運
営
は
、
民
間
の
社
会
唱

祉
法
人
に
委
託
す
る
。

在
宅
福
祉
の
充
実

』
介
輹
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

手
話
奉
仕
獗
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
、
筐
度
脳
畦
啄
麿
者
等
介
護
人

な
ど
の
派
遣
事
業
を
芫
爽
さ
せ
る

と
と
も
に
、
介
護
者
の

養
成
を
さ

ら
に
進
め
る
。

・

素
魚
一
聘
保
瞳
S
業
の
実
施

保
護
考
や
家
蕨
が
岡
気
、
ヶ
が

な
ど
緊
急
の
亊
惴
で
一
時
的
に
、

簿
害
者
の
介
護
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
の
た
め
、
緊
急
一
時
保
護
事

業
を
区
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
吻
等
と
あ
わ
せ
て
実
施
。

・

巡
回
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

重
度
の

障
害
者
に
対
す
る
巡
回

入
硲
サ
ー
ビ
ス
を
年
2
4回
ま
で
順

入
増
や
す

。

移
動
手
段
の
確
保

移
励
手
段
を
確
保
す
る
た
め

身
体
障
筈
者
用
三
輪
自
転
卑
哨
入

賢
助
成
事
業
、
障
富
着
用
自
励
瞋

{
(
ン
デ
ィ
キ
ャ
ブ
)
の
賢
出
事

業
を
順
次
実
施
し
ま
す
。

各

種
福

祉
手

当
の

充
実
　

障
害
の
種
類
や
程
変
に
応
じ

、

各
欖
嘔
祉
手
当
額
の
引
き
上
げ
や

対
象
の
拡
大
な
ど

、
制
度
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

母
害
者
や
お
と
し
よ
り
が
安
全

で
峡
適
な
生
活
を
送
り

、
活
発
に

廿
会
番
加
で
き
る
よ
う

、
生
活
環

境
を
整
爾
し
て
い
き
ま
す
。

・

公
共
施
般
の
豊
備
・
改
蔕

福
祉
事
務
所
を
は
じ
め

、
公
共

沌
股
を
利
用
し
や
す
い
よ
う

、
整

爾

、
畝
善
を
図
る

。

』
公
共
交
通
機
関
の
整
四

社
会
参
加
を
4
め
る
た
め
に

、

外
出
手
段
と
な
る
鉄
道
や
バ
ス

、

駅
な
ど
を
利
用
し
や
す
く
塵
備

、

改
善
す
る
よ
う
交
通
事
業
者
に
薺

望
す
る

。

亜
一
路
・
公
園
等
の
整
働

豕
心
し
て
通
卜
で
き
る
よ
う

、

ま
た
公
園
を
散
歩
し
た
り
、
広
い

範
囲
に
移
動
で
き
る
よ
う

。
遍
路

や
公
園
な
ど
を
整
備
、改
善
す
る
。 と も に 楽 し く・・・( 弥 生 聚 で)

子
ど
も
が

す
こ
や
か
に
育
つ
た
め
に

汞
釆
社
会
を
扣
う
す
ぺ
て
の
児

童
の
生
活
と
発
連
を
保
一

し

、
豊

か
な
人
略
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ

と
は

、
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で

す
。こ

の
た
め
今
ま
で
以
上
に

、
家

框
、
福
祉

、
医
療

、
教
育
の
各
分

野
が
相
互
に
連
携
し
て

、
児
童
の

侶
祉
と
健
全
育
呎
の
た
め
S

菓
を

行
っ
て
い
き
ま
す

。

保
育
の
充
実

』
地
城
の
実
態
に
あ

。
た
保
育
圃

の
配
霞

地
域
ご
と
の
保
弯
冐
曁
に
適
合

す
る
よ
う
、
保
育
児
且
定
馼
な
ど

の
足
正
に
男
め
る

。

』
老
朽
化
し
た
菌
合
の
大
規
模
a
　

修危
険
お
よ
び
破
攅
個
所
は

、
速

や
か
に
修
繕
す
る
と
と
も
に

、
老

朽
度
等
を
考
慮
し

、
菌
舎
の
大
硯

撲
改
修
を
計
画
的
に
実
蜀
す
る

。

・

霞
害
児
保
育
な
ど
の
拡
充

障
害
児
保
膏
、
家
庭
福
祉
貝
制

度
、
緊
急
一
時
保
雇
制
度
、
阿
児

相
談
な
ど
を
順
次
孤
充
す
る

。

・

保
育
園
一
S

を
派
一

地
域
の
女
性
の
学
習
の
場
に

、

講
師
と
し
て
保
育
園
職
貝
を
派
遣

し
、
地
域
で
の
保
育
能
力
の
向
瓧

を
図
る

。

総
合
児
童
施
設
の
建
設

2
1世
紀
を
生
き
る
児
一
に
豊
か

な
夢
と
希
望
を
与
え
、
す
こ
や
か

に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

。

児
童
の
文
化

、
科
学
活
動
の
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
総
合
児
童
施
設
を

燧
股
し
ま
す
。

す
こ
や
か
に育

つ
た
め
に

・

家
既
で
の
養
育
力
を
高
め
る
た

め
に

暇
覃
族
化
が
進
む
な
か
、
家
庭

で
の
鵞
齊
力
を
高
め
る
た
め
。
歌

屁
吸
育
学
級
な
ど
の
亊
縋
を
実
施

し
て
い
る
。

・
ひ
と
り
禝
冢
庭
の
施
策
の
死
実

ひ
と
り
糢
歌
既
へ
の
施
策
の
充

実
、
母
子
保
倡
対
策
の
充
異
を
S

る
。

モ
モ
コ

の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

今
回
は
、
福
祉
総
合
計
罰

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。で

も
、
少
し
聞
き
贋
れ
な

い
巵
菓
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
、

い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て
み
ま

し
よ
う
。

▽
デ
イ
ホ
ー
ム

虚
弱

、
廟

呆
の
あ
る
圧
宅
の
お
と
し

よ
り
に
、
日
篇
生
活
動
作

の
馴
練
。
食
事
の
提
供
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
を

り
う
通
研
s
菓

▽
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

在
宅

の
お
と
し
よ
り
を
、
特
別

甓
塵
老
人
ホ
ー
ム
で
1
0日

以
内
の
短
期
間
保
護
す
る

事
業

▽
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
　

事
故
や
脳
卒
中
で
身
体
や

言
語
に
皿
害
を
も
つ
大
の

機
能
回
榎
馴
練

▽
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
者
も
若
者
も

、
障
害

者
も
そ
う
で
な
い
者
も
、

人
間
と
し
て
罌
通
の
生
活

を
送
る
た
め

、
と
も
に
生

き
る
地
域
紅
白
を
つ
く
う

て
い
こ
う
と
い
う
鷽
え
万

健
康
づ
く
り
と

疾
病
予
防
の
充
実

高

齢

化
が

進
む

中
で

、
生

面
を

通
じ

て

嗹

覆

が

侯

た

れ

る
こ

と

が

、允

実
し

た
人

生
の

源
で

あ
り

、

す
べ

て

の
区

民
の

願
い

で
す

。

良

い
人

走

を
健

康
に

生
き

て
い

く
た

め
に

は

、・区

民
の

方
々

が
「

自

ら
の

健

嗄
は

自
ら

守
る

」と

い

う

、

自
覚

と

行
動

が
大

切
で

す

。

ま

た

、
昨

年
の

区
内

の
死

亡
原

因
は

、
悪

性
新

生
初
(

が
ん
)

、
心

民

恵

、

脳
血

管
疾

患
等

の
成

人

訶

が
6

割
以

上

を
占

め

、

こ
の

戻

病

に

対
す

る
予

防
と

早
朋

発
見

・

早

朋

治

啝

が
重

要

と

な

っ
て

い

ま

す

。今

後

、
倡

順
づ

く
り

対

策
や

保

健

衢
生

対
策

な
ど

を
重

点

に

槽
施

策

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

健
康
づ
く
り
の
促
進

・

健
康
づ
く
り
対
策
の
充
実

休
气

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て

偏
康
つ
く
り
を
す
る
(
吸
称
)
闥

康
増
進
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

。

一
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

各
種
闥
診
案
内
や
疾
祠
予
防
の

知
識
等
の
哨
報
を
提
裝
す
る
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
吁
つ
な
ど
、
区

民
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
産
め

る
。保

健
衛
生
対
策
の
充
実

・
子
宮
体
が
ん
、
大
暘
が
ん
検
診

の
実
施

今
ま
で
の
各
榛
雎
壞
黠
査
や
W

、
子
宮
頸
部
、
肺
、
乳
月
耳
の

か
ん
検
診
に
加
え
、
子
宮
体
部
が

ん
、
大
膓
が
ん
椣
黠
を
実
施
。
さ

ら
に
皿
康
診
査
を
受
け
易
く
す
る

な
ど
、
内
容
の
充
実
を
図
る
。

』
3
歳
児
歯
科
傭
診
の
実
施

3
歳
児
濔
愾
診
査
に
加
え
、
S

科
健
康
診
査
を
実
篦
す
る
。

医
療
対
策
の
推
進

・

休
日
・
凛
夜
聞
診
療
所
の
充
実

区
内
に
、
1
ヵ
所
の
休
日
診
療

所
を
股
け
、
そ
の
う
ち
2
ヵ
研
を

郤
夜
間
黔
療
所
と
し
て
い
る
。
今

唆
、
こ
れ
ら
の
診
9

所
の
允
実
を

図
る
。

計
画
実
現
の
た
め
の
条
件
整
備

活
刀
あ
る
地
域
櫑
祉
を
め
ざ
し

て
福
祉
総
二
。計
回
を
着
実
に
卵
進

さ
せ
る
た
め
に
は
、
区
の

執
行
体

制
の
整
備
や
福
祉
の

担
い
手
の
礎

俣
な
ど
、
さ
事
ぎ
ま
な
条
件
痩
一

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
総
括
し

て
友
曁
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。窓

口
の
一
本
化

碼
祉
の
窓
口
は
、
区
役
所
内
の

各
課
や
福
祉
事
務
所
に
分
散
し
て

い
る
た
め
。
手
続
き
な
ど
に
不
便

な
面
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

旭
斌
の
身
近
な
窓
口
で
あ
る
橸
伍

亊
務
所
で
、
ほ
と
ん
ど
の
手
晩
き

か
行
え
る
よ
う
窓
口
を
一
本
化
し

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
全
般
に
わ
た

っ
て
嵶
広
い
相
談
に
心
じ
ら
れ
る

よ
う
「
総
台
相
鮫
窓
口
」
を
砺
祉

箏
務
所
に
般
置
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化

お
と
し
よ
り
や
潭
害
者
の
中
に

は
。
福
祉
と
保
健
・
医
療
の
。両
刀

に
わ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

る
人
が
多
く
い
ま
す
。
し
か
し
今

は
、
福
祉
事
務
瞬
と
保
健
研
と
が

閏
別
に
対
心
し
て
い
る
た
め
、
卜

分
な
サ
ー
ビ
ス
が
的
確
に
提
供
さ

れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
今

峻
は
、
各
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
を
図
り
、
関
係
職
員
の
連
匁
に

よ
っ
て
硲
合
的
に
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ
う
伍
制
を
整
臠
し
て

い
き
ま
す
。

民
間
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

こ
れ
か
ら
の
福
祉
は
、
区
民
の

皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
価
墮

慇
と
生
活
実
態
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
十
分
に
わ
き
ま
え
、
き
め
細

力
な
り
I
ヒ
ヌ
を
通
叺
に
儕
伊
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、・公
的
サ
ー
ビ
ス
だ

け
で
な
く
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
を
積

極
的
に
活
m
し

、
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

福
祉
公
社
の
設
立

寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
お

と
し
よ
り
の
生
活
を
支
え
る
た
め

に
は
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
き
め
岡
か
な
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
増
大
す
る
需
耳
に
町

心
し
て
い
く
に
は
、
区
民
の
旨
さ

ん
の
援
助
の
予
か
必
賢
で
す
。

区
は
、
家
事
経
験
豊
か
な
主
婦

層
な
ど
に
、
ご
S
力
を
い
た
だ
く

た
め
、
有
償
・
有
輿
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
援
肋
協
力
貝
制
変
の
導
入
を

検
肝
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度

を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
福

祉
公
社
の
設
立
に
つ
い
て
岐
討
を

進
め
ま
す
。

懇
談
会
の
設
置

か
つ
で
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

所
寿
の
低
い
人
を
対
象
に
し
て
き

た
た
め
、利
用
者
の
負
廻
は
無
糾
、

ま
た
は
吸
羣
と
な
っ
て
い

ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
唯

で
も
必
婆
に
ぶ
じ
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
場
合
、
角
担
能
力
の
あ
る

方
か
ら
は
、
そ
の
能
力
に
心
じ
て

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
蚣
粱
畦
や
福
祉
の
量
を
拡
大

す
る
意
味
か
ら
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

区
は
、
区
民
の
代
費
や
学
者
を

ま
じ
え
た
懇
談
会
を
設
け
、
利
用

者
負
租
の
あ
り
万
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

基
金
の
設
置

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に

よ
っ
て
福
祉
罵
要
が
一

え
、
こ
れ

を
支
え
る
財
政
負
担
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

し
か
し
、
町
源
難
を
理
由
に
。

僖
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
な
ど
に

対
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
倹

遇
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

区
は

、「
地
域
碼
祉
振
興
基
金
」

を
設
定

。
そ
の
運
営
茲
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
秤
来
に
わ

た
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

シリ
ーズ 足立の文化財橋

戸
稲
荷
神
社
本
殿

付
伊
豆
長
八
の
鏝
絵

(足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
・
建
造
物
)

所

在
地

…
千

住
橋

戸
町
2
5

こ
の
神
社
の
創
燧
は

、延
長
4

年
(
9
2
6

竿
)と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
初
は

、
千
僅
の
渡
し
婦
の

ほ
と
り
に
扛
か
つ

く
ら
れ
、
農
民

や
船
塵
た
ち
の
信
仰
を
集
め
ま
し

た
。

慶
在
の
本
殿
は
江
戸
時
代
に
透

ら
れ
た
も
の
で

、楝
礼
に
『
安
政
六

年
(
1
8
5
9

年
)
己
耒
斌
九
月

西
洋
日
」
と
S
か
れ
て
い
ま
す

。

緇
搦
り

、
奥
行
躙
″「

、
本
瓦

一

、
寄
棟
透
り
平
入
り
の
土
蔵
で

す
。
ほ
か
に
あ
ま
り
例
の
な
い
土

蔵
造
り
で

、
こ
れ
は
水
害
か
ら
守

る
た
め
の
も
の
で
す

。昭
和
む
年

、5
0

年
に
修
理
し
て
い
ま
す

。

正
面
の
驛
は
観
き
開
き
で

。
そ

の
裏
側
に
名
工
伊
豆
畏
八
の
鏝
瞼

が
循
か
れ
て
い
ま
す

。
夫
婦

狐
の
絵
で

、向
か
っ
て
右
が

雇
狐
、左
が
雌
狐
で
子
狐
を

抱
い
て
い
ま
す
が

、
橋
戸
耕

池
の
稲
の
豊
作
を
祈
顏
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

絶
え
ず
水
害
に
苦
し
ん
だ
農

民
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
も

の
で
す

。

小
柄
な
本
殿
で
す
が

、
田

緒
も
あ
り
、
土
蔵
透
り
の
珍

し
い
建
造
物
で

、
皿
の
鏝
窟

も
稀
に
見
る
傑
作
で
す

。

フォト
ニュ ース あだち 2/ 3 おすもうさんと豆まき

・分の日、中央ぷ町・若松旬一弘道・五反野保竒
圜に、文字通り大きな眛万かやって来ました。大相

撲宮覃野胝埋4力i の登場。鬼の面をつけた可愛い
い・児た5と「・は～夕bと豆まきしました。子ども
た ち はr かっ こ 良 かっ たj とお す もう さ ん の 感 想を

話し てい まし た 。

2
/
1
1

第
2
回
　一
輪
車
大
会

区
立
千
寿
小
学
岐
に
、小
・

中
学
生
約
箚
人
が
集
ま
り
、第

2
回
一
輪
単
大
会
が
開
か
n
ま

し
だ
。体
萼
翩
で
は
「ス
ラ
ロ

ー
ム
」
「
規
定
競
岐
」
な
ど
が
、

校
庭
で
は
『
s
a
競
走
≒
パ
ン

食
い
頚
走
』
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
一
輪
車
愛
好

冢
の
。
輪
"
が
大
き
く
広
が
り

ま
し
た
。

2
/
2
0公
園
に
手
形
を
残
し
た
よ

谷
在
衣
公
-

に
新
し
く
造
ら
れ
る
遊
歩
迴
に
、
鹿

浜
第
一
小
李
校
の
児
童
か
手
形
を
押
し
ま
し
た
。
こ

の
公
・

を
改
修
す
る
に
あ
た
り
、
将
徴
あ
る
公
園
に

し
た
い
と
い

う
区
と
学
校
の
ア
イ
デ
ア
が
実
つ

芝
も

の
。
1

年
。
2
0年
先
、
子

ど
も
だ
5
の
手
は
ど
の
位

大
き
く
な
つ
て
い
る
の
で

し
よ
う
か
。

2/ 21 竹馬運動会

区 立 亀田 小 学 校で 第3 回 竹 鳥 遍勧 会 が行 刀
れ まし 瓩。 赤 や 胄の 今皿 竹馬 に 交り 、 お父 さ
ん り お じい さ ん の手 作 り 竹馬 で 参加 し た 子も

い まし た。 あ ぼ つ力 な い 足ど り の1年 生 から 、
鮮や む に 竹馬 を 扱う6 年 生ま で 、う し ろ 患き 、
略 害 物 走 など の 授を 康 い まし た。

シリ ーズ

あ だち の鳥 た ち

ツ グ ミ

秋
に
飛
来
し
て
冬
を
過
ご
し
た

鳥
た
ち
が
、
北
の
繁
殖
地
に
帰
る
(

渡
る
)
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
長

い
霞
り
の
旅
に
懈
え
て
、
し
き
り

に
ミ
ミ
ズ
や
昆
虫
な
ど
の
エ
サ
を

つ
い
ば
ん
で
い
る
ツ
グ
ミ
の
群
れ

が
、
刈
川
取
や
畑
地
で
見
ら
れ
ま

す
。

ツ
グ
ミ
の
特
徴
は
、
ク
リ
ー
ム

色
の
翩
に
栗
色
の
冀
、
胸
の
黒
い

斑
点
で
す
。
体
の
大
き
さ
は
ム
ク

ド
リ
と
同
じ
で
、
ム
ク
ド
リ
が

足
ず
つ
出
し
て
ノ
コ
ノ
コ
歩
く
の

に
対
し
て
、
両
足
を
そ
ろ
え
て
チ

ョ
ン
チ
ョ
ン
と
飛
ん
で
進
み
ま

す
。
数
歩
滾
ん
で
は
立
ち
止
ま
り
、

姿
勢
良
く
胸
を
反
ら
せ
る
の
で
、

遠
く
か
ら
で

も
見
分
け
や
す
い
鳥

で
す
。
ク
ィ
ク
ィ
と
い
う
人
き
な

鳴
き
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

ツ
グ
ミ
な
ど
渡
り
鳥
の
保
護
は

国
際
的
な
協
力
で

進
め
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
ま
だ
不
薦
な
カ
ス

ミ
網
猟
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

儚
に
北
へ
帰
っ
た
ツ
グ
ミ
は
、

秋
に
は
功
鳥
と
一
緒
に
厦
っ
て
采

ま
す
。
次
の

狄
も
ツ
グ
ミ
が
無
一

に
渡
っ
て
き
て
、
安
心
し
て
僅
め

る
よ
う
、
足

立
の

環
境
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

八
踝
曉
譚
水
質
調
重
係
V
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新しい住区センターが
オープンします

新
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
(
4

月
1
日
)
、
東
綾
瀬
住
区
セ

ン
タ
ー
(
4

月
8
日
)

の
2
館

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

。

住
区
セ
ン
タ
ー
に
は

、
集
会

施
設
、老
人
館
、児
童
館
(

学
童

保
育
室
を
含
む
)
が
あ
り
、子
供

か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
楽
し
め

る
施
設
で
す
。こ
れ
ら
の
施
設

は
、地
元
の
皆
さ
ん
の
自
主
管

理
で
、
地
域
に
あ
っ
た
運
営
が

な
さ
れ
ま
す
。

お
気
鰹
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。(東
綾
瀬
庄
区
セ
ン
タ
ー
老

人
館
、
児
童
館
は
、
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
転
し
ま

す
)

利
用
方
法
、
連
営
等
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
中
央
本
町
庁

舎
・
住
区
施
設
推
進

壺
瞋
5
1
8
1

へ
。

大谷田谷中住区センター( 所在地: 大谷田四丁目16一6)

東綾瀬住区センター　(所在地: 東綾瀬1 一28一7)

申
請
を
お
忘
れ
な
く

臨
時
福
祉
特
別

給
付

金

3
月
2
5日
ま
で
で
す

S
の
税
制
改
革
に
お
け
る
消
費

税
の
導
入
等
に
伴
い
、年
金
・
手

当
等
の
受
給
者
、
ね
た
き
り
老
人

介
護
者
な
ど
の
生
活
安
定
と
福
祉

の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
対
象
者

に
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
対
象
者
は
、3
月
2
5

日
ま
で
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。臨

時
福
祉
給
付
金

対
象
者

剛
本
年
2
月
分
の
次
の
い
ず
れ
か

の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で

き
る
方

①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
轡
基

礎
年
金
の
う
ち
旧
陣
害
福
祉
年

金
に
相
当
す
る
方

③
遺
族
基

礎
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準
母

子
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
方

④
児
童
扶
養
手
当

⑤
障
害
児

福
祉
手
当

⑥
特
別
障
害
者
手

当

⑦
福
祉
手
当
(

経
過
措
置

分
)

⑧
原
爆
被
傷
者
手
当
(
医

療
特
別
手
当
・
特
別
手
当
・
健
康

瞥
理
手
当
・
保
健
手
当
)

口
本
年
2
月
分
の
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
障
書

児
の
方

咄
7
0
歳
以
上
(

大
正
8
年
2
月
1
　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
)
で

、

昭
和
6
3年
度
の
区
・
都
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
し
て
い
る
方
。

(具
体
的
に
は
、7
0歳
以
上
の

本
人
が
非
課
税
で
あ
り
、
扶
養

者
が
い
る
場
合
と
い
な
い
場
合

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
扶
養
者
が

い
る
場
合
に
は
、
本
人
お
よ
び

扶
養
者
の
両
方
が
非
課
税
の
と

き
に
該
当
し
ま
す
。
扶
養
者
が

い
な
い
場
合
に
は
、
本
人
が
非

課
税
の
と
き
に
該
当
し
ま
す
)

Ⅲ
剛
I
剛
に
該
当
し
て
も
、2
月

1
日
現
在
。
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
で
別
途
支
給
さ
れ

ま
す
の
で
臨
時
福
祉
給
付
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額

対
象
者
I
人
に
つ
き
1
　

万
円
(
支
給
要
件
に
複
数
該
当

し
て
も
1
万
円
の
支
給
と
な
り

ま
す
)

臨
時
介
護
福
祉
金

対
象
者
2

月
1
日
現
在
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
か
昭
和
6
3
　

年
度
の
区
・
都
民
税
非
課
税
世

帯
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
世

帯
に
禺
し
て
い
る
方
で

、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
2
月
1
日
に
お
い
て

、6

ヵ

月
以
上
(

昭
和
6
3年
8
月
1
日

以
前
か
ら
)
継
続
し
て

、
ね
た

き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
状
態
に

あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
6
5
歳
以
上
の
方

(
大
正
1
3
年
2
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
)

②
本
年
2
月
分
の
障
害
児
福
祉

手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
ま
た

は
福
祉
手
当
(

経
過
措
置
分
)
　

を
受
給
で
き
る
方

※
た
だ
し

、2
月
1
日
に
お
い
て

病
院
。
診
療
所
、
老
人
保
健
施
設

に
継
続
し
て
3

ヵ
月
を
超
え
て
入

院
(
昭
和
6
3年
1
0月
3
1日
以
前
か

ら
の
入
院
)
し
て
い
る
方
、
社
会

福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
等

に
は

、
臨
時
介
護
福
祉
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

。

支
給
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
5
　

万
円
(

臨
時
福
祉
給
付
金
と
の

併
給
が
で
き
ま
す
)

申
請
・
期
限

臨
時
福
祉
給
付
金

お
よ
び
臨
時
介
護
福
祉
金
の
対

象
予
定
者
に
は

、
区
か
ら
す
で

に
申
請
S
を
送
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、3
月
2
5日
ま
で
に
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

本
庁
舎
(
北
千
僅
)
　
7

階

受
付
時
間

午
前
9
時
～
午
後
4
　

時
3
0分
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

※
甲
請
書
が
届
か
な
い
方
で

、
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

。
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

。

問 合 せ 先

第
4
2回
都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
ク
レ
ー
射
撃

日
時
3
月
2
6
日
百
)
、午
前
9
　

時
～
午
後
3
時

場
所

栃
木
県
総
合
射
撃
場

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
者

で
散
弾
銃
の
所
有
者

競
技
種
目

ト
ラ
ッ
プ
、
ス
キ
ー

ト
の
郎
(
各
2
5個
撃
)

費
用
5

千
円

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
当
日

会
場
へ

※
銃
砲
所
持
許
可
証
、
火
薬
類
譲

受
許
可
証
を
必
ず
持
参
。

申
込
・
問
合
せ
先

伊
藤
辰
男

(〒
圀
綾
瀬
6
ふ
m
-
1
5

a
6
0
5
4
3
8
9
)

□
軟
式
庭
球

日
程
4

月
9
日
(
日
)
(
予
備
日

4
月
1
6
日
)

場
所

北
千
住
公
園
庭
球
場
、
尾

竹
僑
公
園
庭
球
場

種
目

男
子
(

一
般
、
成
年
、
壮

年
)
、
女
子
一
般
、
家
庭
婦
人

資
格

区
内
在
住
、
在
動
、
在
学

者
お
よ
び
連
盟
加
入
者

梦
加
s
I

チ
ー
ム
千
円

申
込
方
法

住
所
、氏
名
、
参
加
檀

目
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
参
加

費
を
添
え
郵
送
(
現
金
書
留
)

申
込
期
限
3

月
2
7日

必
着

申
込
・
問
合
せ
先

区
連
盟
・
鹿

角
正
昭
(
〒
1
2
0千
住
柳
町
2
8
1
　
2
'
e
8
8
8
3
7
0
6
)

□
剣
道

日
時
4

月
3
0日
(
日
)
、
午
前
9
　

時
場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目
・
方
法

個
人
戦
、
段
別
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
式

資
格

区
内
在
住
、在
勤
、在
学
者

(
高
校
生
以
占

、
区
連
盟
会
員

参
加
費
I

人
掴
円
(
傷
害
保
険

料
含
む
)

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、年
齢
、

男
女
別
、
段
位
、
電
話
番
号
を

明
記
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え

郵
送
(
現
金
書
留
)

申
込
期
限
4

月
1
2日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

連
盟
事
務
局

・
長
潟
忠
男
(
〒
1
2
3扇2
-
8
　
1
1
3

啻
跏
6
7
4
8
)

□
陸
上
競
技

日
時
4

月
2
3日
(
日
)
、
午
前
8
　

時
3
0分
(
予
備
日
4

月
3
0日
)

場
所

平
野
運
動
場

参
加
資
格

区
内
在
住
、
在
勤
者

尠
加
一

一
般
7
0
0円

、
中
学
3
0
0円

申
込
方
法

申
込
先
へ
参
加
費
を

持
参

申
込
・
問
合
せ
先

鈴
木
澄
夫

(
第
十
六
中
学
校
内
)
千
住
旭

町
3
8
-
1

き
捌
6
4
3
6

区
民
軟
式
野
球
大
会

日
程
5

月
7
・
1
4
・
2
1・
2
8日

(延
べ
4
日
間
、
雨
天
順
延
)

場
所

西
新
井
橋
緑
地
、
五
反
野

・
平
野
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
の

1
8歳
以
上
(
1
6
纉
以
上
の
動
労

青
少
年
を
含
む
)
の
方
で
編
成

さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム

で
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
に

加
入
し
て
い
る
こ
と

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

募
集
数
9
6

チ
ー
ム
(
先
着
順
)

参
加
費

無
料
(
ボ
ー
ル
負
担
)

申
込
方
法

申
込
用
紙
(
体
育
課

に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
4

月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
振
興
係

豐
8
8
2
1
1
1
1
㈹

く
ら
し
の

情

報

福

祉

該
当
者
は
申
請
を

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

区
内
に
庄
所
が
あ
り
'
a

の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方

は
、
児
童
助
虞
係
に
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(
中
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
親
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
親
が
法
令
に
よ

り
1

年
以
上
拘
蒙
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母
親
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児

童
で
、
父
親
か
ら
認
知
さ
れ
て

い
な
い
)

▽
父
親
が
重
度
の

障
害
(

身
体
障
客
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
が
該
当
)

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

に
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方

▽
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

▽
児
童
が
父
母
の
死

亡
等
に
よ
り
公
的
年
金
を
受

給
し
て
い
る
と
き
あ
る
い
は

加
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
と

き

▽
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
と
き

手
当
月
額

▽
児
童
―
人
・・・
全

部
支
給
3
万
4

千
円
、
一
部

支
給
制
限
2
万
2

千
7
5
0円

▽
2
人
目
は
5

千
円
、
3
人

目
以
降
は
2

千
円
加
算

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
ぶ
身
に
重
度
お

よ
び
中
度
の
障
害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

▽
精
神
薄
弱
で
愛
の
手
帳―
　

～
3
度
程
度
▽
身
体
障
害
　

で
身
体
障
害
者
手
帳
I～
3
　

級
程
度

支
給
制
限

次
に
該
当
す
る
方

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

▽
所
得
が
限
度
額
以
上
の
方

▽
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
と
き

▽
児
童
が
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き

手
当
月
額

▽
重
度
・
:
4
万
1
　

千
3
0
0円

▽
中
度
…
2
万
7
　

千
S
円

申
崎
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

児
童
助
成
係

昔
眤
1
1
1
　
1

㈹
身
体
障
害
者
用
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

交
付
日
時
3
月
2
2
日
～
2
4
　

日
、
午
前
9
時
I
午
後
4
時

3
0分
(
正
午
1
午
後
1
時
は

除
く
)

場
所

管
轄
の
福
祉
事
務
所
　
(

左
下
表
参
照
)

対
象

区
内
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
。
次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
下
肢
お
よ
び
体
幹
機
能
障
　

害
I
～
3
級
の
方
▽
視
覚
　

お
よ
び
内
部
障
害
―
級
の
方

※
た
だ
し
、
自
励
車
燃
料
の
助

成
を
受
け
て
い
る
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体

障
害
者
手
帳
と
印
か
ん
(
忘

れ
る
と
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
)

※
交
付
日
に
都
合
に
よ
り
交
付

を
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、交
付

日
以
降
随
時
管
轄
の
福
祉
事
務

所
で
交
付
受
け
付
け
し
ま
す
。

問
合
せ
先

管
轄
の
福
祉
事
務

所
ま
た
は
冰
庁
舎
・
障
害
福

祉
係
(
3
8
8
2
1
1
1
1㈹

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養

成
講
習

会

(
初
・
中
級
)

□
初
級

日
程
・
時
間
5
月
1
4
日
～
1
1
　

月
2
6
日
の
木
曜
日
、午
前
1
0
　

時
3
0
分
～
午
後
1
2
時
3
0
分

対
象

初
め
て
手
話
を
学
習
す

る
高
校
生
以
上
の
区
内
在
住

・
在
動
者

□
中
級
(
A
・
B
)

日
程
・
時
間

▽
A
・・・
5
月
1
4
　

日
～
1
1‥月
2
6日
の
土
曜
日
、

午
後
2
時
～
4
時
▽
B
・
・
・
5
　

月
1
4
日
～
1
1
‥
月
2
6
日
の
水
曜
　

日
、午
後
7
時
～
9
時

対
象
A

・
B
い
ず
れ
も
足
立

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
初
級
講
習
会
終
了

者
か
、
簡
単
な
日
常
会
話
程

度
の
手
話
技
術
習
得
者
で
、

と
も
に
奉
仕
活
動
の
可
能
な

区
内
在
住
・
在
動
者

浹
開
講
式
・
閉
講
式
等
は
各
講

習
会
合
同
で
期
間
内
の
日
曜
日

に
行
い
ま
す
。

定
員

各
講
習
会
4
0

人

場
所

足
立
区
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
竹
の
塚
2
1
一
'一

-
1
7
)

費
用

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
等
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
講

習
会
名
(
手
話
初
級
・
中
級

A
・
中
級
B
)
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
。
年
齢
、
性
別
を
明
記

申
込
期
限
4

月
7
日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
杠

会
福
祉
協
議
会
(
〒
1
2
0千
庄

1
-
4
L
1
8

魯
巍
1
5
5
　
0
)

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

(
初
級
)
養
成
講
習
会

日
程
・
時
間
4
月
2
1
日～
7
　

月
2
8日

毎
週
金
曜
日
、
午

前
1
0時
3
0分
I
午
後
り一
時
3
0
　

分
(
全
1
4回
・
交
流
会
含
む
)

場
所

足
立
区
西
綾
瀬
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
(
西
綾
瀬
4
　
-
5
-
6
)

対
象

▽
区
内
在
庄
・
在
勤
者

で
初
め
て
朗
読
を
学
ぶ
方
　

▽
講
習
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る

方
定
員
2
4

人
(
先
着
順
)

費
用

無
料
(
た
だ
し

、
教
材

費
等
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、年
齢
、

性
別

、
職
業
を
明
記

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
社

会
福
祉
協
議
会
(

〒
1
2
0千
住

1
A
1

認

昌
1
5
5
　
0
)

国
民
年金

保
険
料
が
4
月
か
ら

改
定
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、4

月
か
ら
月
額
8
千
円
に
な
り
ま

す
(
付
加
保
険
料
は
、
月
額
4
0
0

円
の
ま
ま
で
す
)
。

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
お

と
し
よ
り
に
な
っ
た
と
き
や
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
加

入
者
が
亡
く
な
り
、
母
子
世
帯

に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を

支
給
し
て

、
生
活
の
安
定
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

年
金
額
は
、
生
活
の
安
定
に

役
立
つ
よ
う
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
。
保

険
料
も
段
階
的
に
改
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
の
健
全
な
発

展
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係
S

瞋
5
1
6
1
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声
広
聴 ハ

ガ キ か
ら

ゴ
ミ
の
置
き
去
り

に
つ
い
て

最
近
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
公

園
、
退
路
な
ど
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

d
起
き
た
ら
自
宅
の
わ
き
に

冷
蔵
車
が
捨
て
て
あ
り
、
野
良
猫

の
た
ま
り
場
に
な
っ
て
い
た
ら
一

人
が
捨
て
た
一
つ
の
ゴ
ミ
が
、
い

つ
の
ま
に
か
残
土
の
山
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
"
な
ど
と
い
う
深
刻
な

問
題
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
3
月
・
4
月
は
、
引
っ

起
し
に
よ
る
大
量
の
ゴ
ミ
や
粗
大

ゴ
ミ
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の
処
理
や
分
別
収
集

に
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

「
粗
大
ゴ
ミ

」

「
大
量
の
ゴ
ミ
」
は

電
話
で
申
込
み
を

家
庭
で
大
量
の
ゴ
ミ
(
1
日
平

均
1
0
9以
上
、
ま
た
は
一
時
的
に
S
9

以
上
)
や
粗
大
ゴ
ミ
(
ダ
ン

ス
、
イ
ス
、
冷
蔵
市
な
ど
)
が
出

る
場
合
は
、
必
ず
清
掃
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
定

の
範
囲
を
超
え
た
ゴ
ミ
に
は
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
柬
清
掃
事

務
所
(
昔
8
8
9
0
7
1
1
)、足
立
西

膺
掃
事
務
所
(
　　
8
5
3
2
1
4
1
)

へ
。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・・・
広
報
課

=
募
集
=

☆
手
話
教
室
(
入
門
初
級
)

毎
週
水
曜
日
、午
後
7
時
～
8

時
3
0
分
・
・
・
中
央
本
町
社
会
教
育

館
、毎
週
土
曜
日
、午
後
3
時

I
4
時
3
0
分
・
:
東
和
社
会
教
育

館
(
4
月
か
ら
と
も
に
月
3
回
)

/
月
額
圍
円
、テ
キ
ス
ト
代
千

円
/
▽
小
林
昔
莇
0
7
3
1

☆
中
国
健
康
体
操
「練
功
十
八

法
」連
励
不
足
、軻
気
が
ち

の
老
若
男
女
4
月
～
6
月
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
(
全
1
2
回
)
、

午
前
1
0
時
～
1
1
時
/
大
谷
田
近

辺
の
集
会
所
等
/
5

千
円
(

全

回
分
テ
キ
ス
ト
代
含
む
)
/

▽

一
柳

豐
6
0
5
9
3
5
2

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ

ギ
タ
ー
パ
ー
ト
募
集

毎
週
土
曜
日
、午
後
2
時
～
5

時
/
花
畑
団
地
西
集
会
所
/
1

ヵ
月
千
円
/

▽
黒
崎

・
‘
翻
9

☆
リ
バ
テ
ィ
テ
ニ
ス
フ
レ
ン
ズ

毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
/

入
会
金
3
千
円

、
月
額
千
5
0
0円/

抽
選
会
に
出
席
で
き
る
方
/

▽
正
田

冩
6
7
6
3
(

午

後
6

時
以
降
)

☆
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体
操
初

心
者
、
主
婦
歓
迎

毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分
/

千
寿
第
六
小
学
校
体
育
館
/

入

会
金
2
千
円
、1
回
迦
円
/

▽

中
村

　
8
8
8
6
7
2
7

☆
和
裁
サ
ー
ク
ル
(
麻
の
葉
会
)
　

毎
週
水
曜
日
、午
前
9
時
～

1
1
(時4
0分
/
竹
の
塚
社
会
教
育

館
/
入
会
金
2
千
円

、
月
額
3

千
円
/

▽
吉
川
　
8
9
9
4
1
0
0

☆
古
典
の
学
習
会
(
古
典
文
学

あ
か
ね
会
)
「
源
氏
物
語
」4
月

か
ら
第
1
・
3
金
曜
日

、
午
後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分
ノ
エ
ル

ソ
フ
ィ
ア
/
入
会
金
千
円
、6

回
分
3
千
円
/

▽
小
宮

　
鰯
0
9
6
5
(

午
後
6
時
以
降
)
　

=
催
し
物
=

☆
足
立
よ
い
映
画
を
見
る
会

「火
の
雨
が
ふ
る
」3
月
2
5
・
2
6

日
・
:
文
化
会
館
4
月
2
・
3

日
・
:
産
業
振
興
館
(
と
も
に
1
0

時
、1
2
時
1
5
分
、2
時
3
0
分
の
3

回
)
/
費
用
6
0
0
円
(
4
歳
以
上
)

/
▽
荒
井
き
巍
3
0
4
8

☆
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
講
習
会
　

3
月
3
0
日
(
木
)
、午
前
1
0
時
～

正
午
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/

小
人
5
0
0円
、
大
人
千
円
/

初

心
者
か
ら
学
校
の
先
生
も
/
バ

ト
ン
普
及
会
▽
野
口

　
8
8
9
8
5
5
2
(

午
前
中
)

伊豆高原・熱海あだち荘

6 月分の利用あんない

湯河原は7 月オープン

6
月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

(
ガ
キ
は
、1
保
養
所
、
―

グ
ル
ー
プ
(
区
内
在
住
・
在
動

者
の
み
)
1
枚
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
湯
河
原
あ
だ
ち
荘
の

改
築
に
と
も
な
い
開
設
し
て
い

ま
し
た
熱
海
あ
だ
ち
荘
の
利
用

は
、6
月
2
0日
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
は
、7
月

オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、4
月
2
5日
号

の
「
あ
だ
ち
広
報
」で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

掲示
板

□
3
級
簿
記
(
A
・
B
・
C
)

日
程
A
・
:
4
月
1
7
～
(
‘
日
　

B
…
4
月
2
8
日
～
5
月
1
6
日
　

C
…
5
月
1
8
日
～
2
9
日

対
象

ど
な
た
で
も
受
講
可

定
員

各
コ

ー
ス
と
も
4
5
人

(
先
着
順
)

費
用

い
ず
れ
も
千
円

申
込
日
時
・
方
法
4
月
4
日
　
～

…
一
日
、午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
7
時
に
直
接
窓
口

王

・
日
曜
を
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高
等

職
業
技
術
専
門
学
校

・
l
莇

□
春
の
防
犯
運
助
の
実
施
(
3
　

月
2
0
日
～
2
6
日
)

ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
防
犯
は
日
ご
と
家
ご
と
地
域

ご
と

▽
い
ま
一
度
寝
る
前
出
る
前
戸

締
ま
り
確
認

Λ
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
番

察
署
▽

□
変
わ
り
ま
し
た

主
婦
の
パ
ー
ト
収
入
な
ど

▽
パ
ー
ト
収
入
…
年
収
が
9
0万

円
以
下
で
す
と
所
得
税
が
か

か
ら
ず
、
配
偶
者
控
除
も
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
良
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
収

が
9
2万
円
以
下
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
(
平
成
元
年
度
以
降

適
用
)

▽
家
内
労
働
者
等
の
収
入
・
:
必

要
経
費
に
つ
い
て
5
7万
円
の

最
低
保
障
を
認
め
る
こ
と
に

よ
り
、
パ
ー
ト
収
入
者
と
同

様
に
、
年
収
が
9
2万
円
以
下

で
あ
れ
ば
所
得
税
が
か
か
ら

ず
、
配
偶
者
控
除
も
受
け
ら

れ
ま
す

問
合
せ
先

足
立
税
筋
署
(
　

8
8
8
6
2
4
1
)
、西
新
井
税
務

署
(
・
lⅢ
1
1
1
1
)

圏
商
業
専
修
課
程
(
夜
間
)

対
象
2
0
歳
以
上
の
男
女

内
容

簿
記
会
計
、計
算
事
務
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、ワ
ー
プ

ロ
(
一
般
科
目
も
履
修
す
れ

ぱ
4
年
間
で
高
校
卒
業

の
資
格
が
取
得
で
き
ま

す
)

定
員

約
4
0人

入
学
説
明
会
3
月
2
3
日
　

(
木
)
、午
後
6
時
か
ら

出
願
日
4
月
1
日
～
4

脱
明
会
・
問
合
せ
先

深

川
商
業
高
校
(
墨
田
区

横
川
4
-
8
1
8

昌
6
0
0
2

、
午
後

3
時
以
降
)

□
少
年
相
談
所

日
時
3

月
2
4
-
2
6日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

鳩
所

大
丸
東
京
店
9

階

内
容

お
子
さ
ん
に
関
す

る
相
談
全
般
、
心
理
テ
ス
ト

も
行
い
ま
す

費
用

無
料

問
合
せ
先

響
視
庁
少
年
第
一

課
少
年
相
談
室

　
剔
4
3

J APAN　HOTLI NE
( 03) 586 ー0110

( 英語で親切にお答えする無料電話相談)
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お
知

ら

せ

共
済
会
の
移
転

足
立
区
動
労
者
共
済
会
事
務
局

が
、3
月
2
7日
(
月
)
か
ら
現
在

の
本
庁
舎
1
階
か
ら
動
労
福
祉
会

館
内
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
ー
階
)
へ

移
転
し
ま
す
。

受
付
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

※
日
曜
、
祝
日
、
第
2
・
4
土
曜

日
は
休
業
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
区
勤
労
者
共
済

会
事
務
局

魯
8
3
8
3
5
8
1

共 済会事務局案内図

〒120　 吊介饋蕭一丁目34番7- 102 号 綾瀬プjしミエ内
　838- 3581
交遜襴関: 千代田 艢綾 ● 蔚西口 下車徒歩3 分

夕
焼
け
放
送
の

放
送
時
間
切
り
換
え

4
月
1
日
か
ら
夕
焼
け
放
送
時

刻
を
午
後
5
時
か
ら
午
後
6
時
に

切
り
換
え
ま
す
。

こ
の
放
送
は
、
子
供
た
ち
の
非

行
と
事
故
の
防
止
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

る
子
供
た
ち
が
い
ま
し
た
ら
、
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
課

8
8
2
1
1
1
1㈹

年
金
の
現
況
届が

無
料
に

年
金
受
給
者

は
、
毎
年
I
回
、

住
所
の
証
明
を
支

払
先
へ
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

今
ま
で
こ
の
証

明
は
、
旛
円
の
手

数
料
が
か
か
り
ま

し
た
が
、4
月
1

日
か
ら
無
料
に
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先

各
区

民
事
務
所

年
金

ご
利
用
く
だ
さ
い

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
な

ん
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
4

月
5
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

鳩
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
ね

ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係

　
凶
5
1
5
1

生活
環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

用
途
地
域
・
地
区

変
更
の
東
京
都
素
案

東
東
都
と
区
で
は
、
用
途
地

域
・
地
区
の
見
直
し
作
業
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
が
、
東
京
都

素
案
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

都
と
区
で
は
、
都
素
案
を
左

記
で
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

都
・
都
市
計
画
局

地
域
計
画
部
土
地
利
用
計
画

課
ま
た
は
区
・
本
庁
舎
・
都

市
計
画
課

問
合
せ
先

区
未

庁
舎
・
都
市

計
画
課

豐
靦
1
1
1
1

㈹

水
洗
化
が
可
能
に

な

り
ま

し

た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所

　
呱
8
8
2
2

※
な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

計
画
調
整
課
助
威

係

豐
巍
5
2
0
8

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
爾
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に

、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は

、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す

。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

か
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
建
築
確
認
書
一
式

と
印
か
ん
を
お
持
ち
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

住
居
表
示
係
　
膕
5
0
3
1

住
居
表
示
板
を

破
損
ま
た
は
紛
失

さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
の
届
け
出
が
済
ん

で
い
る
家
屋
等
で

、
玄
関
や
門

に
取
り
付
け
て
い
る
「
○
(
町
)

○
丁
目
○
番
○
号

」
の
住
居
表

示
板
(
緑
色
の
プ
レ
ー
ト
)
を
破

損
、
紛
失
さ
れ
た
方
に
は
。
新

し
い
表
示
板
を
差
し
あ
げ
て
い

ま
す
。ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係
　
8
8
0
5
0
3
1

地
価
公
示
価
格
閲
覧

と
街
頭
無
料
相
談

□
地
価
公
示
価
格
の
閲
覧

1
月
1
日
現
在
の
都
内
(

都

市
計
画
区
域
内
)
の
地
価
公
示

価
格
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
開
始
4

月
1
日
か
ら

閲
覧
場
所

本
庁
舎
・
用
地
謀

□
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
街
頭

無
料
相
談

日
時
・
場
所

▽
4
月
4
日
・・
‘

新
橋
駅
西
口
、
渋
谷
東
急
東

横
店
、
西
武
池
袋
駅
地
下

▽
4
月
6
日
・・・
錦
糸
町
駅
前

▽
4
月
7
日
・・・
新
宿
駅
西
口
地

下
▽
4
月
2
2日
・・・
立
川
駅
南
口

柬
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

用
地
課

(
S
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)
、ま
た

は
、
都
・
財
務
局
用
地
部
評

価
室
(
'
‘
2
1
2
5
1
1
1㈹
)

お
しらせ

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

原
動
機
付
自
転
車
な

ど
の
廃
車
等
手
続
き

次
に
該
当
す
る
原
動
機
付
自

転
車
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
至

急
廃
車
ま
た
は
名
義
変
更
の
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
こ
わ
れ
て
乘
れ
な
い
も
の
を

お
持
ち
の
方

▽
盗
難
に
あ
い
、
発
見
さ
れ
な

い
ま
ま
の
方

▽
届
出
を
し
な

い
で
、
売
っ

た
り
、
譲
っ

て
し
ま
っ
た

方
□
手
続
き
に
必

要
な
も
の
　

▽
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
▽

標
識
交
付
証

明
S
(
盗
難
、

紛
失
等
の
場
合
は
、
軽
自
励

車
税
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
)
▽
印
か
ん

※
3
月
3
1日
ま
で
に
廃
車
等
の

手
続
き
を
し
ま
せ
ん
と
、
平
成

元
年
度
の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
っ
た
り
、
代
理
の
方
に

廃
車
届
を
依
頼
さ
れ
た
方
は
、

必
ず
、
原
付
自
転
車
等
の
廃
車

届
出
済
証
明
S
を
確
認
く
だ
さ

い
。

手
続
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
課
税
課
軽
自
動
車
税

係

豐
脚
5
0
8
8

勤
労
青
少
年
寮

入
寮
者
募
集

場
所

千
住
桜
木
2
-
1
5
1
1
　
j
1
0
1

施
般
内
容

居
室
(
個
室
1
1‥・

7
平
方
慰

ほ
か

入
寮
資
格

▽
都
内
の
中
小
企

業
に
勤
務
す
る
1
5歳
以
上
2
8
　

歳
未
満
の
単
身
男
子

▽
申

し
込
み
日
前
3

ヵ
月
の
平
均

月
収
が
1
5万
円
以
下

入
寮
予
定
人
a

若
干
名
(
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

使
用
料

月
額
5
千
峩
円
(

電

気
・
ガ
ス
・
水
道
料
別
)

※
申
込
用
紙
は
、
動
労
者
対
策

係
と
勤
労
青
少
年
寮
に
あ
り
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

勤
労
者
対
策
係

　
靦
I
I
　
1
1

㈹

臨
時
職
員
募
集

内
容

薬
剤
散
布
作
業

対
象

爾
1
8歳
以
上
4
0歳
禾
満

の
男
女
で
健
康
な
方

募
集
人
a

若
干
名

勤
務
期
聞
4
月
1
日
～
1
0
月
　

3
1日

勤
務
時
間

午
前
8
時
3
0分
～

午
後
5
時
1
5分
(
日
曜
・
祝

日
は
除
く
。
た
だ
し
、
土
曜

日
は
1
2時
3
0分
ま
で
)

黄
金

日
額
4
千
5
9
0
円
(
た
だ

し
、
土
曜
日
は
半
額
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防
疫
指

導
係
a

眤
1
1
1
1
㈹
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春風 にさそわれて　出かけてみませんか
区 内 桜見所 ガイド

椏
は
足
立
区
の
シ
ン
ボ
ル
。
区

内
の
あ
ち
こ
ち
に
桜
の
見
所
が
あ

り
ま
す
。
今
月
の
末
か
ら
4
月
上

旬
に
は
一
斉
に
咲
き
ほ
こ
り
、
皆

さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
後
始
末
は
お
忘
れ
な

く
。
ゴ
々
ほ

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

※
左
表
の
ほ
か
、
見
沼
代
親
水
公

園
(
約
7
0本
)
、
都
市
農
業
公
園
(
W一

本
)
、
北
鹿
浜
公
園
(
2
4本
)
、
梅
島

公
園
(
1
3
本
)
な
ど
、
区
内
各
地

の
公
園
で
櫃
が
咲
き
ま
す
。

五色桜( 上沼田中)

情
報 コ ー ナ ー

やさしく、つよく
生きたいあなたへ

自己表現のトレーニング

人間関係に悩むあ なた。 さわやか
な自 己表現を学び ませんか。
日時4月12日～6月21日の毎週水　
曜日( 全10回) 、午後6時30分～8　
時30分

対象 区内在住 ・在勤・在学 の女性
購師 小野寺八重子 氏( 心理ガ ウン
セラ ー、当センタ ー相談貝)

定員 ・費用30 人( 抽選) ・無料
申込方 法 往復ハガ キに住所、氏 名、
年齢、職業 、電話 番号、希望理由 、
「自 己表現受講希望 」と明記。なお 、
託児( 2歳～学齢前) 希望の場合　
は、子供 の氏名、生 年月日を記 入

申 込期限3 月27 日消 印有効
場所 ・申 込・問合せ先 婦人総合セ
ンタ ー 〒123 梅 田7 ―33- 1　
エ ル・ ソフ ィア内11880 ―5222

花と緑の即売会
日時3月25・26日、午前I C鋳～午　
後4 時( 雨天中 止)

場所 し ょうぶ沼 公園( 谷 中2- 4　- 1
、 千代田線 北綾瀬駅 前)

内容C> 苗木 ・花 物の即売> 緑の
相談 コーナ ー に>黒土 の無料配布
(両 日とも午後2 時から 、先着順)

協力 足立区造 園建設業 協会、足立
区花 奔農業協同 組合即売部

問合 せ先 本庁舎 ・緑化係
0882 ―1111 ㈹

花畑区民センター

春の婦人教室
□ 茶道教室
日時4月12日～8月2日の毎週水曜　
日( 全16回) 、午後1時～4時30分
定員20 人( 抽選)
費用2, 000: 円( 16 回分茶菓子代)
□ 料理教室
日時4月21日、5月12・26日、6月　
9・23日、7月7・21日( いずれも　
金曜日) 、午後2時～4時30分
定員30 人( 抽選)
費用3, 500 円( 7 回分材料費)
□ 陶芸教室
日時4 月18日、5 月2 ・16・30日、
6月13・27日、7月4・18日( いず　
れも火曜日) 、午前9時30分～正午
定員20 人( 抽選)
費用8CX 〕円( 8 回分材料費)
□ 籘工芸

日時1 月13 ・27日、5 月11 ・25日、
6月8日( いずれも匐驪日) 、午前9　
時～正午

定員2( ) 人( 抽 選)
費用3, ( x) { i xl ( 5 回分 材科費)
□ 親子体操教窒( 3・4歳児と母親)
日時4月15日～6月24日の土屬日{全　
10回}、午前1G6530>: 分～11時a}分

定員 汕 鮹( 抽選)
費 用 無料

いずれも
対象 区 内在住・ 在動の女性で 、全日
程参加 できる方

申込71法 往復ハガ キに、住所 、氏 名、
年齠、電冫; 邁号、希望 の教室名1 つを
明記( 1 數宰につきI 人1 湎に限り
ます)

申 込期限3 月25 日消印有 効
珊 所・申込・問 合せ先 花畑区民 セン
タ ー 〒121r sa4 ―i e ―13
11扠i〕―2617

区内施設めぐり
参 加 者 募 集
< 足立区観光協会主催>

x 内 の名所をパスで遥り ます。
日時4 月7 日( 金) 、 冰1? 舎( 千 住)
前・午前8 時・】分集合

主な見学先 郷士博 耡館、花畑記念 庭
圜、 見沼 代観水公園、 舎人公圃( レ
ーガン 椶) ほか

定員a0 人( 先着順)
費用E> 観光笵公会 鯛・・・1, 50{ PI
c>会員以 外・・・2[ x: x円( い ずれも昼 食
付、当 日お 支払いください)

申 込7? 恰3 月21日から電話 予約
申 込・問合せ 先 足立区観光 協会事務
局( 中央 本町庁・自・経 済課内)
118a 】- 5191

<足立区主催>

グループ施設見学会
区内の施設をマイクロバスでご案内

します。
実施月4月～7月( ゐ11亅期分)
時間午前9時30分～午後4時
見学施般 エル・ソフィア、擂土博物
館、都市農業公園ほか
対象18 歳以上の健康なEg凾で構成す
る15人以上30人以内のグループ
募集クルーysx5 グループ〔抽選〕
申込方法 往復ハガキに、グループ名、
代表者名、住所、電話番号、「グループ
施設見学会希望」と明記( I クルー
プ1 通に限ります)

申込期限4 月12日消印有効
申込・問合せ先 本庁舎・広聴係
〒1204 ―18
t 1882- 11nf 心

東部区民福祉センター

俳 句 教 室
日時4月から毎月第2木離日( 月　
1回) 、午前9時30分～正午

対象 区内在住・在勤の女性で、初
心の方
定員・費用20 人(抽選)・無料
申込方法 往復ハガキに、住所、氏名
(ふりがな)、年齢、電話番号を明記

申込期限3 月27日消印有効
場所・申込・簡合せ先 東部区民福
祉センター 〒120 東綾瀬1- 5　- 17

　605―7101

プラネタリウム
投映日の変更

般1甓腴の投 腴日 一時間が4 月か
らS 一冤になります。
日時 【>毎月第1 ・3 ・5 二t二● 日・・・
午後1 時、2 時30 分、4 時( 3 回) 　
【>毎i 風木瑶日・・・T 悛7 時( 1 回)
※ ただし 、木驪日は 番組内容の変更
作業のた め、 休みにな る場合力气あり
ます。擧前 にお 問い合 わせください。
内君 季節 の早声解説や 神話など、
季節ごとに 変わります

定員172 人( 各回先着順)
躪用 【>I S 訛以 下・・・無科1>16 飆缸4
上・・・1( X)円

壜所 ・問合せ先 敦脅センタ ー
S 秡50- 8801

老 人 会 館 書道教室と生花教室
□ 書道教室
日時4月～9月の第2・4火曜日、
午後1時～3時
内容 寄進を基礎から学びます
定員・費用30 人(抽選)・無料
□ 生花教室
日時4月～9月の第2・4水曜日、
午前10時～正午
内容 柳古流生花を基本から学びます

定員・費用30 人( 抽選) ・無料( ただ
し、材料費一部負担)

いずれも
対霞6n 鐙以上の区内在住の方
申込方法 直接窓口または電話
申込期限3 月26日
場所・申込・問合せ先 老人会館
西保木間4- 9- l *5859 ―9732

あだち日 曜教室
日理4月9日～平1夊2年3月11日　
の毎月第2 日瞳日( ただし、8 月
は第1 、1 ・2 月は第3 日曜日、
全12回) 。午前9時30分～午後4時
珊所 両年センターほか
。j象 区内中学校の心障学級を卒東
し、教育默|練の機会のない区内在
住の青年男女
内容 コース学晋 り 八 于芸、工
作、調理のいずれか1 コースを遭
択)、スポーツ・レクリエーショ
ン、文字学習、宿泊ほか
定員60 人
費用 教材費4, 000円、宿泊・ピクニ
ックは実費輿担

申込方法 電話で申込書を請求、折
り返し申込用紙を鏖i哭します。
申込・問合せ先 本庁舎・青少年倆
さ882- 1111 ㈹

おさらい教室生徒募集
教員羅験のある高齔馮事業団の会

員が、手づくりの馭犲e 個別指導し
ます。
雅章名[ > 西保木間教室…高齢者事
囂M会膃室l > 虱。、。xヨ2・・-鳰幼稚
圜

学習日毎i 飃2回、T暖2時～4時　
30分( 各予年1 畤憫)
科目 匯黔・算数( 復目に重点を釐
いた基礎1'力の向上)
募集人● 〔>小学1年生… 2〕人c>　
小学2・3年生・・・各10人c先糖頬】
費用月額C3, 500F3～4, 5( xFI
- 一 一
申込・問合せ先 高齢者事業団
0859 ―2561

To. T. S. M. 240, O00


